
30

「
市
制
施
行
十
周
年
」

市
制
施
行
か
ら
十
周
年
を
迎
え
た
昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
、
記
憶
に
残
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

同
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
日
本

女
子
「
東
洋
の
魔
女
」
が
金
メ
ダ
ル
に
輝
く
な
ど
、
日
本
人
選
手
が
大

活
躍
。
二
十
九
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
日
本
中
が
沸
き
返
り
ま
し
た
。

ま
た
、
巨
人
軍
の
王
貞
治
選
手
が
、
シ
ー
ズ
ン
五
十
五
本
塁
打
の
日
本

記
録
を
樹
立
し
た
の
も
こ
の
年
で
し
た
。

新
潟
県
で
は
、
六
月
六
日
か
ら
国
体
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

先
立
ち
、
五
月
二
十
二
・
二
十
三
日
に
行
わ
れ
た
「
国
体
旗
リ
レ
ー
」

で
は
、
当
市
で
も
一
之
貝
小
学
校
軽
井
沢
分
校
前
か
ら
見
附
市
神
保
橋

ま
で
の
七
区
間
を
リ
レ
ー
。
沿
道
に
は
六
千
人
以
上
の
観
衆
が
集
ま
る

な
ど
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
六
月
一
日
に
は
市
制

施
行
十
周
年
を
記
念
し
、
栃
尾
小
学
校
鼓
笛
隊
に
よ
る
市
内
パ
レ
ー
ド

や
記
念
式
典
な
ど
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
六
月
十
六

日
に
新
潟
地
震
、
七
月
七
日
に
は
集
中
豪
雨
災
害
が
当
市
を
襲
い
、
市

民
生
活
に
大
き
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

史
上
最
多
の
三
十
七
個
の
メ
ダ
ル
獲
得
に
日
本
中
が
熱
狂
し
た
今
年
、

当
市
は
市
制
施
行
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
７
・

集
中
豪
雨
災
害

13

の
本
格
的
な
復
旧
を
目
指
す
と
と
も
に
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
さ
ら

な
る
飛
躍
の
年
と
し
、
栃
尾
ら
し
さ
を
生
か
し
た
「
ふ
る
さ
と
栃
尾
」

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

(
出
典

昭
和
三
十
九
年
六
月
十
日
発
行｢

広
報
と
ち
お｣

）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、

「
栃
尾
市
の
あ
ゆ
み
」
を
紹
介
し
ま
す
。

行
政
管
理
課
広
報
広
聴
係

‐
２
１
７
５
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栃
尾
市
の
あ
ゆ
み
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施 設 名 休 館 日
市 民 会 館 毎月第１・第３月曜日
文 化 セ ン タ ー 毎月第２月曜日の9～17時

各 公 民 館 図 書 室 毎週月曜日
施 総 合 体 育 館 毎週月曜日
設 吉水ふれあい体育館 毎週月曜日
の 美 術 館 毎週月曜日
休 杜 々 の 森 毎週火曜日
館 ふるさと交流広場 毎週火曜日
道 院 高 原 毎週水曜日
産業交流センター 毎週月曜日
物 産 館 無 休

※休館日が祝祭日の場合は、変更することがあります。

　

市制施行10周年を記念し市内をパレードする栃尾小学校鼓笛隊



　
昭
和

年

月

日
以
前
に
生
ま

59

10

18

れ
た
日
本
国
民
で
、
平
成

年
６

16

月

日
以
前
に
栃
尾
市
で
住
民
票

29
が
作
成
さ
れ
、
引
き
続
き
栃
尾
市

に
住
所
が
あ
る
人
が
投
票
で
き
ま

す
。

　
平
成

年
６
月

日
以
降
に
県
内

16

30

の
市
町
村
間
で
住
所
を
異
動
し
た

人
は
、
前
住
所
地
で
投
票
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
投
票
す
る

際
は
、
い
ず
れ
か
の
市
町
村
で
発

行
す
る
「
引
き
続
き
県
内
に
住
所

を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成

年
６
月

日
以
降
に
県
外

16

30

か
ら
転
入
し
た
人
は
、
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
平

成

年

月

日
以
前
に
県
外
に

16

10

16

転
出
し
た
人
も
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

※
期
日
前
投
票
を
行
い
転
出
し
た
場

合
は
、
投
票
は
有
効
で
す
。

※
転
出
予
定
日
に
か
か
わ
ら
ず
、
実

際
の
転
出
日
が
投
票
日
の

月
10

17

日
以
降
の
場
合
は
投
票
で
き
ま
す
。

　
平
成

年
９
月

日
以
降
に
栃
尾

16

14

市
内
で
転
居
し
た
人
は
、
転
居
前

の
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

入
場
券
は
、
ハ
ガ
キ
（
は
く
り
シ

ー
ル
）
で
世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま

す
。投

票
日
に
は
、
各
自
ハ
サ
ミ
で
切

り
離
し
て
持
参
く
だ
さ
い
。

投
票
所
お
よ
び
投
票
時
間
は
、
入

場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
入
場

券
が
届
い
た
ら
、
必
ず
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
全
て
の
投
票
所
の
投
票
開

始
時
間
は
午
前
７
時
で
す
が
、
終
了

時
間
は
投
票
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
終
了
時
間
を
確
か
め
て
、
投
票

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

投
票
日
に
次
の
よ
う
な
理
由
で
投

票
所
に
行
っ
て
投
票
で
き
な
い
人
は
、

期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

・
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
理
由
で

投
票
日
当
日
に
投
票
所
に
い
け
な

い
人

・
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
理
由
で

投
票
日
当
日
に
投
票
区
内
に
い
な

い
人

・
妊
娠
な
ど
の
理
由
で
投
票
日
に
投

票
で
き
な
い月

日

ま
で

と

き

10

16

（土）

午
前
８
時

分
30

〜
午
後
８
時

市
役
所
４
階
「
４
０
５
会

と
こ
ろ

議
室
」

入
場
券
（
届
い
て

持
参
す
る
も
の

い
る
場
合
）

お
産
や
病
気
、
そ
の
ほ
か
の
理
由

で
不
在
者
投
票
の
指
定
病
院
や
指
定

施
設
に
入
院
（
所
）
中
の
人
は
、
そ

の
病
院
ま
た
は
施
設
内
で
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
病
院
ま
た
は
施
設
な

ど
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

3
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新 潟 県 知 事 選 挙
投票日は10月17日の日曜日
新潟県知事選挙は、県政の代表を決める大切な選挙です。投票日には
棄権することなく、大切な一票を投票しましょう。

選
挙
管
理
委
員
会
選

問
合
せ

挙
事
務
室(

市
役
所
４
階｢

４

０
５
会
議
室｣)

‐
２

52

１
５
５

◇
入
場
券
は
ハ
ガ
キ
で

◇｢

期
日
前
投
票｣

受
付
中

◇
不
在
者
投
票

｢

期
日
前
投
票｣

制
度

今
ま
で
行
っ
て
い
た
不
在
者

投
票
は
「
投
票
用
紙
を
内
封
筒

に
入
れ
、
さ
ら
に
外
封
筒
に
入

れ
て
署
名
す
る
投
票
方
法
」
で

し
た
が
、
期
日
前
投
票
は
「
投

票
日
と
同
じ
よ
う
に
、
投
票
用

紙
を
そ
の
ま
ま
投
票
箱
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
」
新
し
い
制

。

度
で
す

投
票
の
際
は
、
投
票
日
に
都

合
が
悪
い
旨
の
宣
誓
書
を
書
い

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
印
鑑
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
入
場
券
が
届
い
て
い

る
場
合
は
持
参
い
た
だ
く
と
、

受
付
時
間
を
短
縮
で
き
ま
す
。

開
票
は
即
日
開
票

新
潟
県
知
事
選
挙月

日

と

き

10

17

（日）

午
後
９
時
〜

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

合
併
の
可
否
を
問
う
住
民
投
票

月

日

と

き

10

24

（日）

午
後
７
時

分
〜

30

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

◇
投
票
所
と
投
票
時
間

投票を忘れずに！
◇
投
票
で
き
る
人

平
成

年

月

日
現
在
で
投
票

16

10

16

資
格
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

で
、
投
票
日
（
期
日
前
投
票
の
場
合

は
当
該
投
票
の
日
）
に
栃
尾
市
に
住

所
の
あ
る
人
で
す
。

資
格
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
に
は
、

次
の
条
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

…
年
齢
が
投
票
日
当
日

▽
日
本
国
民

歳
以
上
で
（
昭
和

年

月

18

61

10

25

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、
平

成

年
７
月

日
以
前
に
栃
尾
市

16

16

で
住
民
票
が
作
成
さ
れ
、
引
き
続

き
栃
尾
市
に
住
所
が
あ
る
人
。

…
年
齢
が
投
票
日
当

▽
永
住
外
国
人

日

歳
以
上
（
昭
和

年

月

18

61

10

25

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、
平

成

年
７
月

日
以
前
に
栃
尾
市

16

16

で
住
民
票
が
作
成
さ
れ
、
引
き
続

き
栃
尾
市
に
住
所
が
あ
る
人
。

（
た
だ
し
、
市
長
に
資
格
者
名
簿

登
録
の
申
請
を
し
た
人
）

※
平
成

年

月
１
日
以
降
に
市
内

16

10

で
転
居
し
た
人
は
、
転
居
前
の
投

票
所
で
投
票
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
投
票
日
ま
で
に
転
出
し
た
人
は
、

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

入
場
券
は
、
ハ
ガ
キ
（
は
く
り
シ

ー
ル
）
で
世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま

す
。投

票
日
に
は
、
各
自
ハ
サ
ミ
で
切

り
離
し
て
持
参
く
だ
さ
い
。

投
票
所

入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

よ
く
確
か
め
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
時
間

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

投
票
の
方
法
は
、
合
併
に
賛
成
の

場
合
は
「
合
併
に
賛
成
」
欄
の
上
に

○
を
、
合
併
に
反
対
の
場
合
は
「
合

併
に
反
対
」
の
欄
の
上
に
○
を
つ
け

る
「
記
号
式
投
票
」
と
な
り
ま
す
。

期
日
前
投
票
が
で
き
る
人

次
ペ
ー
ジ
の
県
知
事
選
挙
「
期
日

前
投
票
」
の
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

月

日

〜

日

と

き

10

18

（月）

23

（土）

午
前
８
時

分
30

〜
午
後
８
時

市
役
所
４
階
「
４
０
５
会

と
こ
ろ

議
室
」

入
場
券
（
届
い
て

持
参
す
る
も
の

い
る
場
合
）

次
ペ
ー
ジ
の
県
知
事
選
挙
「
不
在

者
投
票
」
の
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2
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10月24日の日曜日は

合併することについての
可否を問う住民投票

去
る
五
月
十
九
日
開
催
さ
れ
た
市
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、｢

合
併
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
可
否
を
問
う
住
民
投
票
条
例｣

が
制
定
さ
れ
、
五
月

二
十
五
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、｢

栃
尾
市
が
長
岡
市
、

中
之
島
町
、
越
路
町
、
三
島
町
、
山
古
志
村
及
び
小
国
町
と
の
合
併
の

可
否
に
つ
い
て
市
民
の
意
思
を
確
認
す
る｣

こ
と
を
目
的
と
し
、｢

市
長
、

議
会
及
び
市
民
は
住
民
投
票
に
お
け
る
賛
否
い
ず
れ
か
過
半
数
の
意
思

を
尊
重
す
る｣

な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
は
、
こ
の
条
例
に
基
づ
い
て
、
十
月
二
十
四
日

に
住
民
投
票
を

( )日

実
施
し
ま
す
。
今
回
の
住
民
投
票
は
、
市
の
将
来
を
決
め
る
大
切
な
も

の
で
す
。
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

◇
投
票
で
き
る
人

◇
入
場
券
は
ハ
ガ
キ
で

期
日
前
投
票
所
の

投
票
立
会
人
を
募
集

今
回
の
住
民
投
票
に
お
け
る

投
票
資
格
者
の
代
表
と
し
て
、

期
日
前
投
票
所
の
投
票
に
立
ち

会
う
「
投
票
立
会
人
」
を
募
集

し
ま
す
。

月

日

〜

日

と

き

10

18

（月）

23

ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
、

（土）午
前
８
時

分
〜
午
後
８
時

30
市
役
所
４
階
「
４
０

と
こ
ろ

５
会
議
室
」

市
内
居
住
者
で
、
本

対

象
市
の
投
票
資
格
者
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人

投
票
の
立
会
い

職

務

九
千
六
百
円(

日
額)

報

酬

月

日

申
込
み
・
問
合
せ

10

12

ま
で
に
栃
尾
市
選
挙
管
理

（火）委
員
会

‐
２
１
５
５
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◇
投
票
所
と
投
票
時
間

◇
投
票
の
方
法

合
併
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

可
否
を
問
う
住
民
投
票

合
併
に
賛
成

合
併
に
反
対

※
い
ず
れ
か
一
つ
の
欄
に

「
○
」
を
記
入
す
る

◇
期
日
前
投
票

◇
不
在
者
投
票



議
員
発
議
に
よ
り
、
市
議
会
議
員

の
定
数
二
十
人
を
二
人
削
減
し
、
十

八
人
と
し
ま
し
た
。

こ
の
議
員
定
数
の
削
減
は
、
次
の

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
。

議
員
発
議
に
よ
り
、
市
議
会
議
員

の
報
酬
月
額
を
五
パ
ー
セ
ン
ト
減
額

し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
議
長
は
三
十
六
万

八
千
円
か
ら
三
十
五
万
円
に
、
副
議

長
は
三
十
万
六
千
円
か
ら
二
十
九
万

一
千
円
に
、
議
員
は
二
十
九
万
八
千

円
か
ら
二
十
八
万
三
千
円
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
報
酬
月
額
の
減
額
措
置
は
、

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。

九
月
三
十
日
で
任
期
満
了
と
な
る
、

星
野
紘
子
さ
ん
（
東
町
）
と
大
崎
脩

さ
ん
（
新
町
）
を
再
任
し
た
い
旨
の

教
育
委
員
の
任
命

市
議
会
議
員
の
報
酬
月
額

を
五
パ
ー
セ
ン
ト
減
額

市
議
会
議
員
定
数
を
二
人

削
減

同
意
案
が
上
程
さ
れ
同
意
し
ま
し
た
。

星
野
さ
ん
と
大
崎
さ
ん
は
十
月
一

日
付
け
で
教
育
委
員
に
就
任
し
、
星

野
さ
ん
は
同
日
付
け
で
教
育
委
員
長

に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

▽
地
方
分
権
推
進
の
た
め
の
「
国
庫

補
助
負
担
金
改
革
」
の
実
施
に
関

す
る
意
見
書

▽
寒
冷
地
手
当
の
「
見
直
し
」
を
行

わ
ず
地
方
交
付
税
の
充
実
を
求
め

る
意
見
書

▽
郵
政
事
業
の
現
行
公
社
経
営
形
態

の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書

▽
公
教
育
と
し
て
の
私
立
高
校
を
守

教育委員星野紘子
東 町（63歳）

議
員
発
議
に
よ
る
次
の
意

見
書
を
可
決
し
、
関
係
省

庁
な
ど
に
提
出

教育委員大崎 脩
新 町（58歳）

り
発
展
さ
せ
る
た
め
、
私
学
助
成

の
一
層
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書

▽
政
府
米
買
入
れ
と
備
蓄
の
充
実
を

求
め
る
意
見
書

▽
ア
メ
リ
カ
産
牛
肉
の
輸
入
解
禁
に

反
対
す
る
意
見
書

▽
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
」
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書

採
択
と
な
っ
た
も
の

▽
寒
冷
地
手
当
の
見
直
し
改
悪
を
行

わ
ず
地
方
交
付
税
の
充
実
を
求
め

る
陳
情

▽
寒
冷
地
手
当
制
度
の
維
持
を
求
め

る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

▽
郵
政
事
業
の
現
行
経
営
形
態
堅
持

に
関
す
る
請
願

▽
公
教
育
と
し
て
の
私
立
高
校
を
守

り
発
展
さ
せ
る
た
め
、
私
学
助
成

の
増
額
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

関
す
る
陳
情

▽
政
府
米
の
買
い
入
れ
と
、
備
蓄
を

充
実
さ
せ
る
意
見
書
提
出
を
求
め

る
請
願

▽
ア
メ
リ
カ
産
牛
肉
の
輸
入
解
禁
に

反
対
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る

請
願

▽
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
」
見
直
し
に
関
す
る
陳
情

請
願
・
陳
情

Ｑ

「
歯
み
が
き
に
は
、
肺
炎
や
痴

呆
を
予
防
す
る
効
果
が
あ
る
」
と

聞
き
ま
し
た
が
本
当
で
す
か
？

口
を
刺
激
す
る
こ
と
は
、
脳
を

Ａ
刺
激
す
る
近
道
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
歯
の
健
康
状
態
と
寿

命
と
の
因
果
関
係
も
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
歯
が
残
っ
て
い
て
か
み
合

わ
せ
の
よ
い
人
は
長
生
き
す
る
傾

向
に
あ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

人
間
の
脳
が
受
け
る
刺
激
の
う

ち
、
約
四
〇
・
〇
％
は
口
が
関
係

し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
よ
く

か
ん
で
味
わ
い
、
口
の
筋
肉
を
動

か
し
、
歯
や
歯
ぐ
き
を
刺
激
す
る

こ
と
で
脳
に
刺
激
が
伝
わ
り
ま
す
。

年
齢
と
と
も
に
、
歯
の
反
射
機

能
は
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
反
射

機
能
と
は
、
食
べ
物
を
飲
み
込
ん

だ
り
（
嚥
下
反
射
）
、
気
管
に
入

え

ん

か

っ
た
異
物
を
吐
き
出
す
（
嘔
吐
反

お

う

と

射
）
な
ど
の
正
常
な
働
き
の
こ
と

で
す
。
高
齢
者
の
最
大
の
死
因
で

あ
る
老
人
性
肺
炎
は
、
こ
の
よ
う

な
反
射
機
能
が
低
下
し
て
、
口
の

中
の
細
菌
が
そ
の
ま
ま
気
管
に
入

る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

口
の
手
入
れ
と
肺
炎
の
関
係
を
調

査
し
た
結
果
、
食
後
に
五
〜
十
分

の
歯
み
が
き
を
続
け
た
高
齢
者
は
、

約
四
〇
・
〇
％
も
肺
炎
発
生
率
が

減
少
し
、
さ
ら
に
痴
呆
症
状
に
も

効
果
が
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

歯
み
が
き
は
特
別
な
こ
と
で
な

く
、
日
常
生
活
の
一
部
と
な
っ
て

い
る
行
為
で
す
か
ら
、
続
け
や
す

く
、
小
さ
な
労
力
で
よ
り
効
果
的

に
脳
を
活
性
化
で
き
ま
す
。
歯
み

が
き
は
、
す
ぐ
に
始
め
ら
れ
る
手

軽
な
健
康
法
で
す
。
毎
日
朝
晩
続

け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

資
料
提
供

新
潟
県
歯
科
医
師
会

5
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歯
の
健
康
一
口
メ
モ

歯
の
健
康
Ｑ
＆
Ａ

馬
場
市
長
は
、
長
岡
地
域
と
合
併

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
可
否
を
問
う

住
民
投
票
の
投
票
期
日
を
、
次
の
と

お
り
告
知
し
ま
し
た
。

五
月
の
臨
時
議
会
で
、
合
併
す
る

こ
と
の
可
否
を
問
う
住
民
投
票
条
例

が
制
定
さ
れ
、
そ
の
投
票
期
日
に
つ

い
て
告
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

住
民
の
権
利
と
し
て
、
一
二
、
一

七
一
人
の
署
名
を
も
っ
て
制
定
請
求

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
住
民
の
意
思

を
議
会
が
尊
重
し
て
議
決
さ
れ
た
も

の
と
理
解
を
し
て
お
り
ま
す
。
制
定

に
お
い
て
は
議
会
の
意
思
と
し
て
、

県
知
事
選
挙
後
に
投
票
す
べ
き
と
の

提
案
趣
旨
で
、
期
日
が
百
七
十
日
以

内
に
修
正
議
決
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

請
求
さ
れ
た
住
民
の
方
々
か
ら
は
、

早
急
な
投
票
を
と
の
ご
意
見
も
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

投
票
結
果
を
見
な
い
と
合
併
か
自

立
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ど
ち
ら

で
あ
っ
て
も
栃
尾
市
が
不
利
な
状
況

に
な
っ
た
り
、
住
民
に
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
、
長
岡
市
の
合
併
協
議
会
で
の
状

況
、
県
と
協
議
す
る
時
期
な
ど
自
分

な
り
に
検
討
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

７
月
の
豪
雨
災
害
も
復
旧
へ
の
進
展

の
目
途
が
立
ち
、
合
併
支
援
法
の
期

限
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
投
票
期
日
を

十
月
二
十
四
日
、
第
四
日
曜
日
に
設

定
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の

前
の
日
曜
日
は
県
知
事
選
挙
の
投
票

日
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
方
に
は
二

週
連
続
か
け
て
の
投
票
と
な
り
ま
す

が
、
栃
尾
市
の
将
来
を
決
め
る
大
切

な
投
票
で
あ
り
、
御
理
解
を
い
た
だ

き
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

い
山
葵
谷
地
区
に
安
定
し
た
飲
料
水

を
供
給
し
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
県
営
中
山
間
地
域

総
合
整
備
事
業
に
よ
り
簡
易
水
道
施

設
の
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
簡
易
水
道
条
例
を
一

部
改
正
し
、
山
葵
谷
簡
易
水
道
を
加

え
ま
し
た
。

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
一
台
を
購
入

す
る
に
当
た
り
、
購
入
額
が
二
千
万

円
を
超
え
る
た
め
議
会
の
議
決
を
求

め
た
も
の
で
す
。

ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
一
台
を
購
入
す

ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
を
購
入

主
な
審
議
結
果

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を

購
入

簡
易
水
道
に
山
葵
谷
地
区

を
追
加

る
に
当
た
り
、
購
入
額
が
二
千
万
円

を
超
え
る
た
め
議
会
の
議
決
を
求
め

た
も
の
で
す
。

平
成
十
三
年
度
に
着
工
し
た
平
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
完
了
に
伴

い
、
区
画
整
理
地
を
平
三
丁
目
と
五

丁
目
に
住
居
表
示
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

こ
の
住
居
表
示
は
、
平
成
十
七
年

一
月
一
日
付
け
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

７
・

集
中
豪
雨
災
害
に
伴
う
公

13

共
施
設
等
の
応
急
工
事
や
復
旧
工
事
、

災
害
に
か
か
っ
た
者
の
保
護
等
に
係

る
災
害
救
助
費
な
ど
、
各
会
計
の
予

算
補
正
に
か
か
わ
る
専
決
処
分
六
件

を
承
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
会
計
、
企
業
会
計

（
上
水
道
事
業
会
計
、
ガ
ス
事
業
会

計
）
の
予
算
を
補
正
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
災
害
復
旧
や
住
民

投
票
な
ど
の
予
算
を
追
加
し
た
一
般

会
計
の
総
額
は
、
百
六
十
四
億
一
千

三
百
七
十
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
一
般
会
計

な
ど
の
予
算
補
正

平
地
区
土
地
区
画
整
理
地

の
住
居
表
示
を
実
施

4
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市議会の動き
平成１６年第６回

９月定例会

住民投票を告知する馬場市長

平
成
十
六
年
第
六
回
市
議
会
定
例
会
が
、
九
月
七
日
か
ら
二
十
四
日
ま

で
の
十
八
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

馬
場
市
長
は
、
七
日
の
本
会
議
で
発
言
を
求
め
「
長
岡
地
域
と
合
併
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
可
否
を
問
う
住
民
投
票
を
、
十
月
二
十
四
日
の
第
四

日
曜
日
に
設
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
告
知
し
ま
し
た
。

議
案
は
、
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
改
正
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入
、

ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
の
購
入
、
町
（
字
）
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
、
平
成

十
六
年
度
の
各
会
計
予
算
補
正
に
か
か
わ
る
専
決
処
分
の
承
認
や
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
、
十
七
件
が
審
議
さ
れ
全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

同
意
案
で
は
、
教
育
委
員
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。
認
定
は
、
平
成

十
五
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
決
算
（
十
六
〜
十
九
ペ

ー
ジ
）
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
り
、
市
議
会
議
員
定
数
を
二
人
削
減
し
、
市
議

会
議
員
報
酬
を
五
％
減
額
し
ま
し
た
。

合
併
の
可
否
問
う
住
民
投
票
は

月

日

10

24

（日）



コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
後
、
現
在
の
戸

籍
は
「
平
成
改
製
原
戸
籍
」
と
し
て

百
年
間
保
存
さ
れ
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
後
の
戸
籍
に
は
、

従
来
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
た
離

婚
な
ど
の
事
項
や
、
婚
姻
や
死
亡
な

ど
に
よ
り
、
既
に
除
籍
さ
れ
て
い
る

人
に
関
す
る
事
項
が
記
載
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
項

が
必
要
な
と
き
は
、
「
平
成
改
製
原

戸
籍
」
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

戸
籍
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
伴
い
、

戸
籍
の
附
票
（
戸
籍
が
作
成
さ
れ
て

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
住
所
の
異

動
履
歴
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
、
様
式
も

戸
籍
と
同
様
に
な
り
ま
す
。
（
名
称

は
変
わ
り
ま
せ
ん
）

こ
の
戸
籍
事
務
シ
ス
テ
ム
は
、
住

市
独
自
の
シ
ス
テ
ム

◆

基
ネ
ッ
ト
（
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）
の
よ
う
に
県
や

国
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
げ
た
り

す
る
も
の
で
は
な
く
、
市
独
自
の
シ

ス
テ
ム
で
す
。

ま
た
、
戸
籍
な
ど
の
個
人
情
報
の

保
護
に
つ
い
て
も
、
今
ま
で
以
上
に

管
理
規
則
な
ど
で
守
ら
れ
ま
す
の
で

心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

・
全
部
事
項
証
明
書

四
百
五
十
円

・
個
人
事
項
証
明
書

四
百
五
十
円

・
平
成
改
製
原
戸
籍

七
百
五
十
円

・
戸
籍
の
附
票

三
百
円

市
民
課
戸
籍
係

‐
５

問
合
せ

52

８
３
５

7
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◆
現
在
の
戸
籍
は

保
存
さ
れ
ま
す

◆
戸
籍
の
附
票
も

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

◆
料
金
は

今
ま
で
ど
お
り
で
す

■コンピュータ化後の全部事項証明書

■従来の戸籍謄本

平
成
六
年
、
戸
籍
法
お
よ
び
住
民

基
本
台
帳
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

全
国
的
に
戸
籍
事
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
も
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
事
務
処
理

の
効
率
化
の
た
め
、
戸
籍
事
務
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
化
し
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
実
施
後
の
証
明

書
の
発
行
は
、
十
月
二
十
五
日
か
ら

開
始
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
戸
籍
事
務
は
、
記
載

な
ど
を
手
作
業
で
行
う
た
め
、
多
く

の
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
よ
り
、

戸
籍
の
作
成
が
よ
り
速
く
正
確
に
な

り
、
証
明
書
の
発
行
時
間
も
短
縮
さ

れ
ま
す
。

証
明
書
の
名
称
・
様
式
な
ど
を
、

次
の
表
の
と
お
り
変
更
し
、
わ
か
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
除
籍
謄
本
な
ど
は
、
今

ま
で
ど
お
り
朱
肉
の
公
印
を
使
用
し

ま
す
。

戸
籍
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
る

の
は
、
本
籍
が
栃
尾
市
に
あ
る
人
で

す
。
住
民
登
録
を
し
て
い
て
も
、
本

籍
が
ほ
か
の
市
区
町
村
に
あ
る
人
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
戸
籍
に
は
、
誤
字
・
書
き

ぐ
せ
な
ど
に
よ
り
、
同
じ
文
字
で
も

多
く
の
字
体
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
後
は
、
漢
和
辞
典

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
字
に
統
一
さ

れ
ま
す
。
（
詳
し
く
は
広
報
と
ち
お

九
月
五
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

な
お
、
氏
名
の
文
字
の
正
字
化
対

象
者
に
は
、
既
に
文
書
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

本
籍
地
の
枝
番
号
に
あ
る｢

の｣

の

表
示
が
省
略
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
運
転
免
許
証
や
登
記
簿
な

ど
の
有
効
性
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。

（
例
）
一
二
五
地
の
三

→
一
二
五
番
地
三

6
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よ
り
速
く
、
正
確
に
、
わ
か
り
や
す
い
証
明
書
に

戸
籍
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
し
ま
す

〜
新
し
い
証
明
書
の
発
行
は
、

月

日

か
ら
〜

10

25

（月）

◆
戸
籍
の
作
成
が

よ
り
速
く
・
正
確
に

◆
証
明
書
の
名
称
・
様
式

な
ど
が
変
わ
り
ま
す

変更点 現在の証明書 コンピュータ化後
謄本 全部事項証明書

名 称 抄本 個人事項証明書

様 式 Ａ４版縦長
謄本：Ｂ４版横長
抄本：Ｂ５版縦長

書 式 文書形式・縦書き 項目別・横書き
用 紙 白紙 地紋紙(偽造防止用紙)
公 印 朱肉印 電子公印(黒色)
※電子公印…デジタルデータ化された公印のこと。証明書と

一緒に印影も印刷するため、黒色になります

◆
氏
名
の
文
字
が
変
わ
る

場
合
が
あ
り
ま
す

◆
一
部
本
籍
地
の

表
示
が
変
わ
り
ま
す

◆
対
象
は
栃
尾
市
に

本
籍
が
あ
る
人

わ
か
り
や
す
い
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
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作
文
最
優
秀
作
品

交
通
安
全
作
文
の
最
優
秀
作
品
の
中

か
ら
、
式
典
に
お
い
て
朗
読
さ
れ
た
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。

「
ノ
ー
ヘ
ル
で
い
い
じ
ゃ
ん
」

ノ
ー
ヘ
ル
と
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら

な
い
こ
と
を
言
い
ま
す
。
私
は
つ
い
最
近
ま

で
こ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
自
転
車
通
学
生
で
、
つ
ね
に
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
に

対
し
て
い
つ
も
不
満
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る
こ
と
は
、
自
分
に
ふ

り
か
か
る
危
険
を
回
避
す
る
た
め
だ
と
い
う

こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
で
す

が
、
私
は
ど
う
し
て
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
嫌
で

し
た
。

私
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
嫌
が
る
理
由
は
、
ま

ず
頭
の
中
が
む
れ
る
こ
と
。
秋
や
春
先
は
ま

だ
マ
シ
な
の
で
す
が
、
夏
に
な
る
と
こ
れ
ほ

ど
嫌
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
に
ヘ
ル
メ

ッ
ト
が
重
い
こ
と
。
頭
に
ズ
ッ
シ
リ
と
く
る

感
じ
が
す
ご
く
嫌
。
そ
し
て
最
大
の
理
由
は

か
っ
こ
う
が
悪
い
こ
と
で
す
。
バ
イ
ク
は
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
い
て
も
か
っ
こ
う
が

い
い
け
れ
ど
、
自
転
車
だ
け
は
ど
ん
な
風
に

か
ぶ
っ
て
も
か
っ
こ
う
が
悪
い
の
で
す
。
そ

れ
に
は
ず
か
し
い
か
ら
。
と
い
う
理
由
で
し

た
。
今
考
え
る
と
こ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い

た
自
分
が
は
ず
か
し
い
で
す
。

何
故
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ず
か
し
い
と

思
っ
た
か
と
言
う
と
、
あ
る
出
来
事
が
そ
の

こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

最
近
、
私
は
ノ
ー
ヘ
ル
を
し
て
い
た
と
こ

ろ
を
先
生
に
見
つ
か
り
厳
重
注
意
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
を
姉
に
言
っ
た
と
こ
ろ
、

こ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
姉
が

学
生
だ
っ
た
と
き
、
私
と
同
じ
よ
う
な
考
え

を
も
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
姉
も

ノ
ー
ヘ
ル
で
登
下
校
を
し
て
い
た
の
だ
そ
う

で
す
。
あ
る
日
、
な
に
か
の
拍
子
で
よ
ろ
け
、

お
も
い
っ
き
り
こ
ろ
ん
だ
そ
う
で
す
。
い
つ

も
な
ら
ば
ノ
ー
ヘ
ル
で
し
た
が
、
そ
の
日
は

た
ま
た
ま
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
い
る
と

き
で
、
本
来
な
ら
ば
頭
を
打
っ
て
大
ケ
ガ
に

な
る
と
こ
ろ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
お
か
げ
で
軽

い
ケ
ガ
で
す
ん
だ
そ
う
で
す
。
姉
は
そ
の
時
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
い
て
本
当
に
良
か

っ
た
。
と
心
の
底
か
ら
思
っ
た
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
姉
は
、

登
下
校
し
っ
か
り
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を

聞
い
て
私
は
、
か
っ
こ
う
に
こ
だ
わ
っ
て
い

た
自
分
が
馬
鹿
馬
鹿
し
く
思
え
ま
し
た
。
か

っ
こ
う
を
気
に
し
て
い
た
ら
、
自
分
の
命
な

ん
か
守
れ
っ
こ
な
い
。
そ
う
言
わ
れ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。

ノ
ー
ヘ
ル
は
確
か
に
楽
だ
し
、
か
っ
こ
う

も
良
く
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、

い
つ
も
危
険
と
と
な
り
あ
わ
せ
だ
と
い
う
こ

と
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
は
、
嫌
な
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
る
し
か
っ
こ
う
も
悪
い
け
ど
、
自

分
の
身
を
守
っ
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
。
こ

の
２
つ
の
こ
と
を
よ
く
考
え
て
、
も
う
少
し

自
分
の
身
の
回
り
の
交
通
安
全
と
向
き
あ
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
し

っ
か
り
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、
ケ
ガ
や

事
故
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
日
々
を
す
ご
し
て

い
き
た
い
で
す
。

中
学
生
年
の
部

一

つ

の

事

で

小
学
校
低
学
年
の
部
（
敬
称
略
）

酒
井
あ
さ
ひ
（
栃
尾
東
小
・
１
年
）

酒
井

萌
子
（
栃
尾
東
小
・
２
年
）

林

明
裕
（
中
野
俣
小
・
１
年
）

小
学
校
高
学
年
の
部
（
敬
称
略
）

那
須

政
崇
（
栃
尾
南
小
・
５
年
）

羽
賀

美
咲
（
栃
尾
南
小
・
６
年
）

姉
崎

彩
花
（
栃
尾
南
小
・
６
年
）

諸
橋

愛
里
（
西

谷

小
・
４
年
）

（
中
野
俣
小
・
６
年
）

久
保
田
早
智
子

中
学
生
の
部
（
敬
称
略
）

笠
井

彩
花
（
秋

葉

中
・
２
年
）

田
辺

聡
（
秋

葉

中
・
２
年
）

高
見

真
弥
（
刈
谷
田
中
・
１
年
）

諸
橋
美
早
紀
（
刈
谷
田
中
・
１
年
）

酒
井

悠
（
刈
谷
田
中
・
２
年
）

作文優秀賞受賞者

秋葉中学校３年
さん馬場鮎美

お
ま
わ
り
さ
ん
に

あ
り
が
と
う

小学校高学年の部

小学校低学年の部

中野俣小学校１年
さん山本麻奈

交
通
安
全
に
つ
い
て

ぼ
く
が
思
う
こ
と栃尾南小学校６年

さん大橋和馬

最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
の
作
品
を
冊
子
に
ま

と
め
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
総
務
課

8
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第
三
十
一
回
交
通
安
全
市
民
大
会
が
九
月
二
十
五
日
、
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
事
故
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
り
一
分
間
の
黙
と

う
の
後
、
馬
場
市
長
、
遠
藤
栃
尾
警
察
署
長
が
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
交
通
安
全
優
良
団
体
・
功
労
者
表
彰
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
交
通
安
全
功
労
者
の
五
十
嵐

清
さ
ん
が
「
誓
い
の
言
葉
」
を
読
み
上
げ
、
参
加
者
全
員
が

交
通
安
全
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

第31回交通安全市民大会 ９／25

｢交通事故0 のまち｣願いは
ゼ ロ

交
通
安
全
優
良
団
体
・

功
労
者
表
彰

交通安全誓いの言葉を
読み上げる、五十嵐清
さん

ポスター最優秀作品
小学校低学年の部

栃尾東小学校２年
さん酒井萌子

小学校高学年の部

栃尾東小学校４年
さん椛沢優希

◇
交
通
安
全
優
良
団
体

栃
尾
市
交
通
安
全
協
会

上
塩
谷
支
部

上
塩
保
育
園

◇
交
通
安
全
功
労
者

五
十
嵐

清
さ
ん

小
学
校
低
学
年
の
部
（
敬
称
略
）

高
見

駿
介
（
栃
尾
南
小
・
２
年
）

韮
澤

大
晴
（
栃
尾
南
小
・
２
年
）

五
十
嵐
真
衣
（
荷

頃

小
・
２
年
）

小
学
校
高
学
年
の
部
（
敬
称
略
）

高
見

真
衣
（
栃
尾
南
小
・
４
年
）

八
木

美
紅
（
栃
尾
南
小
・
６
年
）

村
上
か
ん
な
（
栃
尾
東
小
・
５
年
）

中
学
生
の
部
（
敬
称
略
）

中
西

悠
梨
（
秋

葉

中
・
２
年
）

小
林

匠
（
刈
谷
田
中
・
２
年
）

箕
輪

彩
花
（
刈
谷
田
中
・
３
年
）

ポスター優秀賞受賞者 中学生の部

刈谷田中学校３年
さん小林芳成
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＜敬称略・左上から下へ受付順＞

守門村長 野村 學(守門村) 長岡電業�(長岡市) 中村敏子(大阪府泉南市)

小国町長 大橋義治(小国町) 新井市長 入村 明(新井市) �ＢＳＮアイネット(新潟市)

会新
小千谷市長 関 広一(小千谷市) 富山市長 森 雅志 (社)全国エルピーガス卸売協

(富山県富山市) 潟県支部(新潟市)
新潟県国民健康保険団体連合会 島原市長 吉岡庭二郎越路町長 大野 勉(越路町) (新潟市) 長崎県島原市)(

山古志村長 長島忠美(山古志村) 栃尾市建設協会(山田町)仙台市長 藤井 黎
(宮城県仙台市)

共栄建設�(山田町)越後交通�・関連会社一同 北信越市議会議長会会長
(長岡市) (福井県福井市)

富士ゼロックスシステムサービス斎藤礼次(長岡市) 新潟県市議会議長会会長(新潟市) �(東京都板橋区)

�中央設計技術研究所(上越市) 豊栄市長 小川竹二(豊栄市)栃尾市グラウンド・ゴルフ協会
(上の原町)

川口町長 星野和久(川口町) 前沢工業�新潟営業所(新潟市) 学校法人新潟青陵学園(新潟市)

糸魚川市長 吉岡静夫(糸魚川市)山形県白鷹町長 橋本光記 中日本建設コンサルタント�
(山形県白鷹町) (新潟市)

�北越銀行(長岡市) 越後天然ガス�(五泉市) 佐渡市議会(佐渡市)

�ホクエツ新潟(長岡市) 真宗大谷派(三条市) 自治労大和町職員組合(大和町)

東北電力�(宮城県仙台市) 栃尾ロータリークラブ(本町)アルパイン�・労働委員会、アル
プス電気�・労働委員会(長岡市)
金沢市長 山出 保 ろうきん長岡支店地区育成会加茂市長 小池清彦(加茂市) (石川県金沢市) (長岡市)
(社)全国市有物件災害共済会 多摩市議会議員乞田青友会�ル・マ・ニエ・ナカジマ(小貫)

北信
支部(石川県金沢市) (東京都多摩市)

多摩市議会議員改革議員連盟グリーン産業�(長岡市) 新発田ガス�(新発田市) (東京都多摩市)
妙高高原町立妙高南小学校 高松市長 増田昌三・高松市議会�第四銀行(新潟市) 校長 杉本勝広(妙高高原町) 議長 谷本繁男(香川県高松市)

�大光銀行(長岡市) �長建設計事務所(長岡市)妙高高原町立妙高南小学校
(妙高高原町)

輪島市長 梶 文秋上越市長 木浦正幸(上越市) �北川鉄工所(滋賀県彦根市) (石川県輪島市)
全国市議会議長会 北信越市長会長 富山市長新潟市長 篠田 昭(新潟市) (東京都千代田区) (富山県富山市)
深江町長 横田幸信 アサヒビール�社員有志一同�リコー・新潟リコー�(新潟市) (長崎県深江町) (新潟市)

エスケイエンジニアリング� 三国コカ・コーラボトリング� ライオンズクラブ国際協会３３３
‐Ａ地区(長岡市)(長岡市) (新潟市)
地区ガバナー(長岡市)

日本碍子�(東京都千代田区) 石油資源開発�(東京都品川区) 栃尾ライオンズクラブ(宮沢)

水道機工�(新潟市) �新潟ライン(長岡市) 長岡ライオンズクラブ(長岡市)

金沢市町会連合会会長 鶴山 努加茂市議会(加茂市) 新潟県市長会長(新潟市) (石川県金沢市)
福井市議会議長 木村市助�シンスイコン(新潟市) 蒲原ガス�(巻町) (福井県福井市)

東日本建設業保証�(新潟市) �魚沼電子(小千谷市)

全国森林環境・水源別創設促進議�ホリエ商店(東京都世田谷区) 員連盟(山北町)

災害見舞金をお寄せいただいた団体および個人のご芳名 こ
の
た
び
の
「
７
・

集
中
豪
雨

13

災
害
」
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
、

市
内
を
は
じ
め
県
内
外
の
た
く
さ
ん

の
方
々
か
ら
義
援
金
や
見
舞
金
（
次

ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り
）
、
救
援
物

資
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

九
月
十
四
日
ま
で
に
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
義
援
金
と
見
舞
金
は
、
義
援

金
が
五
百
三
十
三
件
で
七
百
六
十
二

万
一
千
四
百
四
十
一
円
、
見
舞
金
が

八
十
一
件
で
一
千
百
七
十
二
万
九
千

七
百
五
十
五
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
市
は
去
る
九
月
十

九
日
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
被
災
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
被
害
の
程
度
に
応
じ
た

義
援
金
を
贈
呈
し
た
ほ
か
、
救
援
物

資
を
配
付
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
善
意

は
、
市
の
災
害
復
興
の
た
め
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
た

く
さ
ん
の
善
意
に
対
し
、
改
め
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

総
務
課

‐
５
８
１
５

担

当

52

10
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市
内
を
は
じ
め
県
内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
善
意
は

被
災
者
へ
の
義
援
金
と
災
害
復
興
に
活
用

▲義援金を贈呈した文化センター

▼救援物資を選ぶ被災者

市
制
施
行

周
年
記
念
式
典

50

「
７
・

集
中
豪
雨
災
害
」
に
よ
り
延
期
し
た
、
市
制
施
行

周
年
記

13

50

念
式
典
を
次
の
と
お
り
挙
行
し
ま
す
。

月

日

午
前

時
〜

と

き

10

20

（水）

10

市
民
会
館
「
大
ホ
ー
ル
」

と
こ
ろ

総
務
課

‐
５
８
１
５

問
合
せ

52

長
岡
地
域
振
興
局
地
域
整
備
部
で
は
、
７
・

集
中
豪
雨
災
害
に
よ
り

13

本
格
的
な
復
旧
工
事
が
必
要
な
国
・
県
道
の
被
災
個
所
の
調
査
・
測
量
を

行
い
、
現
在
災
害
復
旧
工
事
の
国
土
交
通
省
お
よ
び
財
務
省
の
査
定
を
受

け
て
い
ま
す
が
、
お
び
た
だ
し
い
個
所
の
た
め
時
間
を
要
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
国
庫
補
助
金

の
交
付
決
定
を
受
け
次
第

順
次
工
事
を
発
注
し
、
降

雪
期
前
に
主
要
国
・
県
道

の
本
復
旧
工
事
に
着
手
す

る
予
定
で
す
。

こ
の
た
め
、
工
事
期
間

と
降
雪
期
が
重
な
り
皆
さ

ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

降
雪
期
前
に

主
要
国
・
県
道
の
本
復
旧
に
着
手
し
ま
す本復旧が必要な国道351号

(大野地内)
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高
野
寛
さ
ん(

元
栃
尾
高
校
校
長)

の
遺
族
が

９
／

公
民
館
図
書
を
寄
贈

14

まちの話題

か
つ
て
栃
尾
高
等
学
校

の
校
長
を
務
め
、
昨
年
九

月
に
亡
く
な
っ
た
高
野
寛

さ
ん
の
遺
族
高
野
重
和
さ

ん(

長
岡
市)

が
市
役
所
を

訪
れ
、
高
野
寛
さ
ん
の
蔵

書
を
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

長
岡
工
業
高
校
時
代
に

は
馬
場
市
長
の
担
任
だ
っ

た
高
野
寛
さ
ん
。
山
岳
部

の
顧
問
も
務
め
、
山
に
行
っ
て
も
本
を
読
む
ほ
ど
の
読
書
家
で

し
た
。
今
回
寄
贈
い
た
だ
い
た
本
は
、
歴
史
や
地
理
な
ど
千
五

百
五
十
三
冊
で
、
公
民
館
図
書
室
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 馬場市長に本を手渡す高野さん

九
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
三
日
間
お

り
な
す
で
、
市
内
の
児
童
と
生
徒
が
夏
休
み
を

利
用
し
作
成
し
た
標
本
や
理
科
工
作
な
ど
の
作

品
百
十
五
点
を
集
め
、｢

児
童
・
生
徒
理
科
作

品
展
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

期
間
中
約
六
百
人
が
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
の

創
意
あ
ふ
れ
る
作
品
に
驚
い
た
り
、
感
心
し
た

り
し
な
が
ら
作
品
を
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

熱心に作品を見る親子

市内児童・生徒理科作品展

115点の作品を約600人が鑑賞

敵
に
塩
を
送
る
な
ど
、｢

義｣

を
重
ん
じ
た
戦
国
時
代
の
武
将
上

杉
謙
信
を
し
の
ぶ
、
第
三
十
七
回
謙
信
公
祭
が
、
秋
葉
公
園
な
ど

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
に
降
っ
た
雨
の
た
め
、
剣
道
野
試
合
が
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
市
民
茶
会
や
柔
道
大
会
な
ど
は
予
定
ど
お
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
栃
尾
謙
信
公
奉
賛
会
に
よ
る
祭
典
で
は
、
謙
信
公
像
の
前

で
年
に
一
度
の
法
要
行
事
の
ほ
か
、
献
茶
や
献
吟
、
剣
舞
な
ど
が

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
記
念
す
る
と
と
も
に
、
７
・

集
中
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
を
願
い
、
福
島
県
の
会
津
藩
鉄
砲

13隊
の
メ
ン
バ
ー
が
招
か
れ
、
火
縄
銃
や
大
筒
の
演
武
を
披
露
。
光

と
煙
、
そ
し
て
秋
葉
公
園
の
地
面
を
揺
る
が
す
ほ
ど
の
大
き
な
銃

声
に
、
観
覧
者
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。

９／19謙 信 公 祭

大
き
な
銃
声
に
驚
い
た

会
津
藩
鉄
砲
隊
の
演
武

で
敬
老
会

東
谷
地
区

西
谷
地
区

祝長寿市
は
、
毎
年
敬
老
会
を
実
施

し
長
寿
を
お
祝
い
し
て
い
ま
す
。

七
十
五
歳
以
上
の
敬
老
会
の
対

象
者
は
四
千
二
百
八
十
二
人
で
、

高
齢
社
会
の
到
来
に
伴
い
年
々

増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
７
・

集
中
豪
雨

13

災
害
の
影
響
で
開
催
日
を
延
期

し
た
地
区
や
祝
品
の
配
付
の
み

と
し
た
地
区
も
あ
り
ま
し
た
が
、

敬
老
の
日
を
中
心
に
市
内
各
地

で
敬
老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
谷
地
区
で
は
九
月
五
日
、

刈
谷
田
川
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
約

和
や
か
に
談
笑
す
る
参
加
者

(

西
谷
地
区)

百
四
十
人
が
参
加
し
て
敬
老
会
を

実
施
。
婦
人
会
の
あ
で
や
か
な
踊

り
や
参
加
者
の
自
慢
の
の
ど
が
次

々
に
披
露
さ
れ
る
と
、
惜
し
み
な

い
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
大
い
に

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
西
谷
地
区
で
も
九
月
五

日
、
ま
ん
さ
く
会
館
で
敬
老
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
七
十
三
人
の
出

席
者
は
、
「
こ
の
地
域
は
我
々
が

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
す
こ
ぶ
る
お
元
気
。
酒
を

酌
み
交
わ
し
、
和
気
あ
い
あ
い
の

雰
囲
気
の
中
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

踊りを披露する婦人会(東谷地区)

12
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９
／

ク
リ
ー
ン
作
戦

17

栃
尾
青
年
会
議
所(

桐
生
利
勝
理
事
長)

は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
男
子
金
メ
ダ

リ
ス
ト
で
ア
テ
ネ
五
輪
女
子
柔
道
コ
ー
チ
を
務
め
た
古
賀
稔
彦
さ
ん
を
講
師
に

招
い
て
、
お
り
な
す
で
創
立
三
十
五
周
年
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ア
テ
ネ
五
輪
女
子
柔
道
六
十
三
　
級
の
谷
本
歩
実
さ
ん
の
育
て
の
親
で
あ
る

古
賀
さ
ん
は
、｢

夢
へ
の
挑
戦｣

と
題
し
て
、
自
身
三
回
の
五
輪
出
場
や
今
回
の

五
輪
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
講
演
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
で
試
合
十
日
前

の
練
習
中
に
傷
め
た
膝
の
大
け
が
を
乗
り
越
え
、
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
古
賀

さ
ん
の｢

絶
対
に
あ
き
ら
め
な
い
気
持
ち
が
可
能
性
や
才
能
を
表
に
引
き
出
す
。

夢
を
持
ち
努
力
し
続
け
る
こ
と
が
大
切
。
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る｣

と

い
う
不
屈
の
精
神
に
、
約
二
百
人
の
聴
衆
は
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
講
演
会
に
先
立
ち
開
催
さ
れ
た
柔
道
教
室
で
は
、
小
・
中
学
生
や
高

校
生
に
技
の
基
本
を
指
導
。
さ
ら
に
、
講
演
会
の
最
後
に｢

栃
尾
の
子
ど
も
た

ち
の
励
み
に
な
る
よ
う
に｣

と
、
大
き
な
カ
ッ
プ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

栃
尾
南
小
学
校
、
栃
尾
東
小

学
校
、
東
谷
小
学
校
と
栃
尾
高

等
学
校
が
協
力
し
て
、
ク
リ
ー

ン
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
年
代
を
超
え
て
交

流
を
深
め
、
環
境
保
護
や
自
然

を
守
り
育
て
る
心
、
郷
土
を
愛

す
る
心
を
育
て
よ
う
と
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。
児
童
と
生
徒
た

ち
は
、
刈
谷
田
川
の
河
川
敷
や

秋
葉
公
園
、
ふ
る
さ
と
交
流
広

場
な
ど
に
分
か
れ
て
清
掃
を
開

始
。
栃
尾
高
校
の
生
徒
が
児
童

を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、
ご
み

を
拾
っ
た
り
、
分
別
の
仕
方
を

教
え
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
は
、
「
高
校
生

の
皆
さ
ん
が
リ
ー
ド
し
て
く
れ
て
、

と
て
も
心
強
か
っ
た
で
す
。
ま
た

一
緒
に
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
し
ま
し

ょ
う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

郵
便
局
は
今
年
も
「
私
の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
」
コ
ン
ク
ー

ル
を
実
施
し
、
栃
尾
郵
便
局
で
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
小
学
校
か
ら
出
品
さ
れ
た
作
品
は
二
百
三
点
。
低

・
中
・
高
学
年
の
部

に
分
け
審
査
し
、
お

金
を
入
れ
る
と
占
い

が
で
き
る
も
の
な
ど

ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る

各
五
点
を
選
考
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
作

品
は
、
三
条
市
で
行

わ
れ
る
地
区
審
査
会

に
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は｢

は
な
ま
る｣

。

郵
便
局
「
私
の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
」

９
／

コ
ン
ク
ー
ル

24

一
割
お
得

な
「
市
制
施

行
五
十
周
年

記
念
と
く
と

く
商
品
券
」

が
発
売
さ
れ

ま
し
た
。

販
売
場
所

と
な
っ
た
商

工
会
館
前
に

は
、
発
売
を

待
ち
か
ね
た

大
勢
の
人
た
ち
で
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
発
行
総
額
は
六
千
六
百
万
円
で
、
有
効

期
限
は
十
一
月
二
十
三
日
ま
で
。
関
係
者
は
、

「
使
い
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
、
早
め
に
使
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市制施行50周年記念

９／17・18とくとく商品券発売

９／26栃尾青年会議所

創立 周年記念講演会35

作品を選考する審査員

秋葉公園のごみを拾う栃尾南
小の児童と栃尾高校の生徒

高校生の指導を受け刈谷田川河川敷
のごみを拾う栃尾東小の児童

流
し
た
い
」
と
、
柔
道
着
姿
で

夢
を
熱
く
語
る
古
賀
さ
ん



九
月
十
一
日
総
合
体
育
館
で
、

「
東
京
農
業
大
学
全
学
応
援
団
リ
ー

ダ
ー
公
開(

発
表
会)

」
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
市
制
施
行
五
十
周

年
と
第
六
十
四
回
国
民
体
育
大
会
剣

道
競
技
内
定
を
記
念
す
る
と
と
も
に
、

７
月
の
豪
雨
で
被
害
を
受
け
た
市
民

を
勇
気
づ
け
よ
う
と
行
っ
た
も
の
。

会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
約
千
三
百
人

の
観
客
は
、
規
律
正
し
く
、
質
実
剛

健
、
日
本
一
の
誉
れ
高
い
応
援
に
魅

了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。(

表
紙)

公
開
に
先
立
ち
団
長
の
小
泉
吉
永

よ

し

ひ

さ

さ
ん
が
「
災
害
で
傷
つ
い
た
方
々
に

勇
気
と
希
望
を
持

っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

学
生
服
や
羽
織
袴

は
か
ま

姿
の
団
員
た
ち
が

学
歌
や
応
援
歌
、

エ
ー
ル
な
ど
九
つ

の
演
目
を
披
露
し

ま
し
た
。
「
大
根

踊
り
」
の
名
で
親

し
ま
れ
て
い
る
名

物
「
青
山
ほ
と

り
」
で
は
、
観
客

に
も
大
根
が
配
ら

れ
、
団
員
た
ち
と

一
緒
に
「
大
根
踊

り
」
を
踊
り
、
会

場
は
大
い
に
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し

た
。ま

た
、
本
町
出
身
で
幹
事
長
を
務

め
る
小
林
弘
明
さ
ん
が
、
迫
力
あ
る

「
農
大
伝
統

打
倒
の
拍
手
」
を
披

露
す
る
と
、
ひ
と
際
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
小
林
さ
ん
は

「
こ
れ
だ
け
多
く
の
人
た
ち
に
来
て

い
た
だ
い
て
、
大
変
う
れ
し
い
で
す
。

私
た
ち
の
応
援
で
、
水
害
や
不
景
気

か
ら
元
気
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
小
林
さ
ん
の

出
身
校
で
も
あ
る
帝
京
長
岡
高
校
の

安
田
絵
麻
さ
ん
は
、
「
す
ご
い
迫
力

え

ま

で
し
た
」
と
初
め
て
見
た
農
大
応
援

団
の
一
糸
乱
れ
ぬ
力
強
い
応
援
に
感

動
し
て
い
ま
し
た
。
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国
体
の
参
加
者
に
持
て
る
力
を

存
分
に
発
揮
し
て
ほ
し
い
。
未

来
へ
向
け
て
飛
躍
す
る
人
と
、

そ
の
心
の
力
を
新
潟
か
ら
全
国

へ
向
け
て
発
信
し
ま
す
。

体
育
課
国
体
準
備
係

問
合
せ‐

５
５
７
１
ま
た
は
、
県
総

52合
政
策
部
国
体
局
国
体
準
備
室

内
事
務
局

０
２
５
‐
２
８
０

‐
５
６
２
５

http://www.p
ref.niigata.jp/

競
技
者
が
力
と
技
を
競
い
、

趣
旨
…

人
々
の
歓
声
が
こ
だ
ま
し
、
そ

し
て
そ
れ
を
温
か
く
見
守
る
人

が
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
心
の
豊

か
さ
と
感
動
が
あ
り
ま
す
。
新

潟
県
の
鳥
・
ト
キ
に
ち
な
ん
で
、

二
〇
〇
九
年
、
と
き
め
き
を
新

潟
で
。ト

キ
が
優
雅
に
力
強
く
大

趣
旨
…

空
を
舞
う
日
が
来
て
ほ
し
い
。

市
制
施
行

周
年
記
念
・
第

回
国
民
体
育
大
会
剣
道
競
技
内
定
記
念

50

64

東
京
農
業
大
学
全
学
応
援
団
リ
ー
ダ
ー
公
開迫力ある応援を披露した小林さん

大
根
を
持
っ
て
学
生
た
ち
と
一
緒
に
踊
る

観
客
。
踊
っ
た
後
の
さ
わ
や
か
な
気
分
で
、

会
場
は
笑
顔
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た

第

回
国
民
体
育
大
会

64愛
称
・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
決
定

◆
愛

称

｢

ト
キ
め
き
新
潟
国
体｣

◆
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

｢

ト
キ
は
な
て

君
の
力
を

大
空
へ
」

平
成
二
十
一(

二
〇
〇
九)

年
新
潟
県
で
開
催
さ
れ
る
、
第
六

十
四
回
国
民
体
育
大
会
の
愛
称
・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
決
定
し

ま
し
た
。
今
年
四
月
か
ら
五
月
ま
で
行
っ
た
公
募
に
対
し
、
県

内
外
か
ら
五
千
百
七
十
二
件
の
応
募
が
あ
り
、
新
潟
ら
し
さ
を

表
し
、
親
し
み
や
す
く
呼
び
や
す
い
愛
称
と
、
国
体
の
趣
旨
や

目
的
を
簡
潔
に
表
現
す
る
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

14
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９
／
７
・

中
学
校
体
育
祭

12

栃
尾
お
か
め
か
ぼ
ち
ゃ
の
会
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
お

か
め
か
ぼ
ち
ゃ
お
絵
描
き
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
同
会
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
二
つ
と
し

て
同
じ
も
の
が
な
い
お
か
め
か
ぼ
ち
ゃ
の
形
を
う
ま
く
生
か

し
、
思
い
思
い
に
お
か
め
や
ド
ラ
え
も
ん
な
ど
を
楽
し
そ
う

に
描
い
て
い
ま
し
た
。

会
員
は
「
今
年
も
十
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
に
、
多
く
の
作
品
を

出
品
し
て
も
ら
い
、
皆
さ
ん
に

ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

秋
葉
中
学
校
と

刈
谷
田
中
学
校
で

体
育
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

夏
休
み
前
か
ら

準
備
し
て
き
た
パ

ネ
ル
や
衣
装
、
ダ

ン
ス
の
振
り
付
け

な
ど
趣
向
を
凝
ら

し
た
応
援
合
戦
に
、

訪
れ
た
人
た
ち
か

ら
大
き
な
声
援
と

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

競
技
は
、
学
年
別
の
ユ
ニ
ー

ク
な
種
目
や
力
と
力
が
ぶ
つ
か

女
で
バ
ト
ン
を
つ
な
い
だ
リ
レ
ー

な
ど
、
い
ず
れ
の
種
目
も
白
熱
し

た
闘
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
協
力
し

て
作
り
上
げ
、
友
情

を
深
め
た
体
育
祭
。

中
学
校
最
後
と
な
っ

た
三
年
生
の
中
に
は
、

閉
会
式
で
感
動
の
涙

を
流
す
生
徒
の
姿
も

見
ら
れ
、
思
い
出
に

残
る
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

消
防
署
は
、
山
間
地
の
多
い
管
内
で
遭
難
者
が
発
生
し
た

場
合
、
効
果
的
な
救
出
・
搬
送
救
助
活
動
を
行
え
る
よ
う
に
、

県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
協
力
を
得
て
山
岳
救
助
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

道
院
高
原
の
雑
木
林

で
ケ
ガ
を
し
て
動
け
な

く
な
っ
た
人
を
、
ヘ
リ

と
の
連
携
に
よ
り
救
出

し
、
塩
谷
運
動
広
場
に

搬
送
。
救
急
隊
に
引
き

継
ぎ
訓
練
が
完
了
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
上
塩

保
育
園
の
園
児
に
ヘ
リ

が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

９
／
８

山
岳
救
助
訓
練

刈
谷
田
川
漁
協
（
諸
橋
貞
夫
代
表
理
事
組
合

長
）
主
催
の
マ
ス
釣
り
大
会
が
、
栃
尾
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
パ
ー
ク(

栃
堀)

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
七
時
、
爆
竹
の
合
図
で
ス
タ
ー
ト
す
る

と
、
約
百
五
十
人
の
太
公
望
た
ち
は
早
速
狙
っ

た
ポ
イ
ン
ト
を
確
保
。
次
々
に
ニ
ジ
マ
ス
を
釣

り
上
げ
、
腕
前
を
競
っ
て
い
ま
し
た
。

９／26栃尾マス釣り大会

おかめかぼちゃ
９／26お絵描き教室

３チームが趣向を凝らした応援合戦
（秋葉中学校、12日）

会員の指導を受ける参加者

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
男
子
生
徒
に
よ
る

騎
馬
戦
（
刈
谷
田
中
学
校
、
七
日
）

ケガ人を搬送する消防署員

大物を狙って糸を垂らす参加者
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・
共
通
商
品
券
発
行
事
業
補
助
金一

、
〇
〇
〇

・
商
工
振
興
事
業
補
助
金

八
五
〇

・
観
光
案
内
標
識
整
備
事
業

八
二
三

・
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
事
業

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業
な
ど一

、
一
六
〇

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
費
補
助
金

六
、
九
二
九

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

二
億
一
、
五
〇
六

・
介
護
支
援
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

七
五
一

・
老
人
医
療
特
別
会
計
繰
出
金

一
億
九
、
九
七
八

・
人
権
啓
発
活
動
地
方
委
託
事
業

一
一
八

・
寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
事
業

一
四

・
雪
下
ろ
し
支
援
事
業

二
四
九

・
寝
た
き
り
老
人
お
む
つ
給
付

五
九
一

商
業
振
興

観
光
振
興

雇
用
対
策

◇
人
に
や
さ
し
い

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

社
会
福
祉
の
充
実

・
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

三
二
一

・
単
身
老
人
用
緊
急
通
報
装
置
設
置

九
九

・
介
護
手
当
の
支
給

一
七
一

・
児
童
育
成
見
舞
金

四
九
五

・
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業(

就
学
前
ま
で)

二
、
八
〇
五

・
妊
産
婦
医
療
費
扶
助

一
二
九

・
基
本
健
康
診
査
等
委
託
料

五
、
〇
一
二

・
予
防
接
種
委
託
料

一
、
五
〇
七

・
老
人
ホ
ー
ム
等
施
設
入
所
措
置
委
託
料

六
、
三
八
六

・
知
的
障
害
者
施
設
支
援
費

一
億
七
、
一
一
七

・
特
別
障
害
者
手
当
等
扶
助
費

三
、
一
四
五

・
身
体
障
害
者
施
設
支
援
費

二
、
五
四
六

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
費

二
、
六
五
六

・
敬
老
会
実
施
委
託
料

一
、
二
八
九

・
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
事
業
補
助
金

四
一
五

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
補
助
金

一
、
五
〇
〇

・
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
金

一
〇
二

・
私
立
保
育
所
入
所
委
託
料三

億
四
、
二
〇
六

・
未
満
児
保
育
推
進
委
託
料

一
、
八
一
七

・
延
長
保
育
推
進
委
託
料

二
、
〇
〇
八

・
へ
き
地
保
育
所
管
理
委
託
料

三
、
一
八
一

・
私
立
保
育
所
運
営
費
補
助
金

二
九
九

・
総
合
的
学
習
支
援
事
業

五
二
七

・
学
童
保
育
事
業

五
七
一

・
栃
尾
や
ま
び
こ
ル
ー
ム
事
業

三
五
七

・
奨
学
金
貸
付
事
業

二
、
二
六
八

・
奉
仕
活
動
・
体
験
活
動
推
進
事
業

五
〇

◇
心
豊
か
な
ひ
と
を

育
む
ま
ち
づ
く
り

学
校
教
育
の
整
備
充
実

生
涯
学
習
の
推
進

・
市
民
コ
ン
サ
ー
ト

四
五
九

・
パ
ソ
コ
ン
講
座
等
開
催

七
二
三

・
全
国
大
会
出
場
者
激
励
金

二
九

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
補
助
金

九
九

・
芸
術
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
金

三
二
一

・
美
術
館
企
画
展
事
業

一
、
二
二
三

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
振
興

芸
術
文
化
の
振
興

19
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主な事業内容

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
な
ど
を
整
備
し
、
今
年
九
月
一
日

に
オ
ー
プ
ン
し
た
サ
ン
ホ
ー
ム(

楡
原)

。

民
間
へ
の
補
助
金
交
付
に
よ
り
、
老
人

介
護
施
設
の
整
備
充
実
を
図
り
ま
し
た

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
な
ど
体
の
異

常
の
有
無
を
発
見
す
る
ほ
か
、
健
康
状

況
を
知
る
た
め
に
毎
年
行
っ
て
い
る
基

本
健
康
診
査
。

健
や
か
に
暮
ら
す
た
め
に
、
健
康
づ
く

り
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す

・
市
道
改
良
舗
装
工
事

一
億
四
、
九
五
八

・
都
市
計
画
街
路
改
良
工
事

金
沢
平
堤
防
線
な
ど

◇
住
み
心
地
の
良
いま

ち
づ
く
り

都
市
・
地
域
機
能
の
整
備

四
億
六
、
八
三
九

・
地
方
道
改
良
工
事

二
億
二
、
五
二
六

赤
谷
来
伝
松
尾
線
な
ど

・
谷
内
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
調
査

一
、
四
九
八

・
生
活
交
通
確
保
対
策
事
業
（
路
線
バ
ス
運

行
補
助
）

三
、
四
〇
七

・
流
雪
溝
改
良
整
備

九
九
四

栃
堀
８
号
な
ど

・
除
雪
機
械
整
備
事
業

二
、
七
二
〇

・
道
路
除
雪
委
託
料

一
億
七
、
八
〇
六

・
繁
窪
・
西
中
野
俣
地
区
簡
易
水
道
事
業

（
特
別
会
計
事
業
）

一
億
八
、
〇
八
八

・
合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金

三
、
二
三
七

・
克
雪
住
宅
普
及
促
進
事
業
補
助
金

一
、
四
九
三

・
住
宅
産
業
構
造
改
革
等
推
進
事
業
補
助
金

（
雁
木
）

一
五
〇

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備

◇
快
適
で
安
全
な

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

ゆ
と
り
あ
る
生
活
環
境
の
整
備

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

五
億
四
、
六
〇
五

・
最
終
処
分
場
建
設
事
業

六
億
二
、
七
四
四

・
生
ご
み
処
理
機
器
購
入
費
助
成
事
業二

〇
七

・
ご
み
袋
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
事
業

一
、
六
六
六

・
栃
尾
リ
サ
イ
ク
ル
作
戦

一
、
〇
一
三

・
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

上
塩
地
区
・
入
東
地
区

九
、
九
七
三

・
県
営
担
い
手
育
成
基
盤
整
備
事
業

吉
水
地
区
・
下
塩
地
区

四
、
六
五
〇

・
県
営
中
山
間
地
域
総
合
農
地
防
災
事
業

吉
水
地
区

八
六
一

・
揮
発
油
税
身
替
農
道
整
備
事
業

栃
尾
地
区
農
免
道
路

一
、
六
一
二

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

一
億
八
、
〇
八
七

・
林
道
道
院
線
整
備
事
業

二
九
二

安
全
な
く
ら
し
の
確
保

◇
活
力
あ
る産

業
の
ま
ち
づ
く
り

農
林
水
産
業
振
興

・
不
況
対
策
緊
急
資
金
貸
付
事
業

五
億
五
、
八
〇
〇

・
産
地
振
興
援
助
事
業
助
成
金

六
四
五

・
中
小
企
業
振
興
資
金
貸
付
事
業七

、
九
〇
〇

・
小
企
業
経
営
改
善
資
金
貸
付
事
業

五
〇
〇

・
新
規
創
業
支
援
資
金
貸
付
事
業一

、
八
〇
〇

・
産
業
育
成
資
金
貸
付
事
業

六
、
〇
〇
〇

・
不
況
対
策
特
別
資
金
貸
付
事
業

一
億
七
、
二
五
〇

・
ふ
る
さ
と
就
職
支
度
金
貸
付
事
業

二
五
五

工
業
振
興

18
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（
単
位

万
円
）

平
成

年
度
一
般
会
計
決
算

15

‥

主
な
事
業
の
内
容

主な事業内容

来年３月の供用開始に向け、着々と工事が進む
最終処分場(文納地内)

十
月
か
ら
橋
桁
架
設
が
始
ま
る
新
金
橋

架
替
工
事
。
来
年
三
月
末
の
完
成
を
目

指
し
て
、
工
事
を
進
め
て
い
ま
す



21

|||||広報とちお16.10.5|||||

平成15年度 事務事業評価実施事業一覧表
課 名 担 当 係 事 務 事 業 名

管 財 係 市有財産の取得､管理､処分に関すること 法定外公共物に関すること
庶 務 係 公告式 条例、規則その他例規の制定、改廃及び審査

総 務 課
人 事 秘 書 係 定員管理 安全衛生管理
選 挙 係 選挙管理委員会事務

企画財政課 企 画 調 整 係 新にいがた人定住促進支援事業 統計年鑑発行事業
広 報 広 聴 係 市民の声のひろば事業 若人の声募集事業

行政管理課 情 報 推 進 係 情報化研修(自己研修含む） ＯＡ協力員事務
情報公開事業文 書 行 革 係 固定資産評価審査委員会運営事業

戸 籍 係 人権擁護委員に関する事務 戸籍及び住民票(戸籍附票)に関する事務
市 民 課 国 保 年 金 係 レセプト縦覧点検に関する事務(国保) 高額医療費支給事務(老人)

市 民 係 住民票の謄・抄本交付 戸籍届出書の書類審査・受理
市税、国保税及び介護保険料の収納、過誤納

収 納 係 滞納処理業務
金の還付並びに充当

税 務 課
市 民 税 係 農業所得のお知らせ発送業務 家族世帯調査票とりまとめ業務
資 産 税 係 償却資産の調査・評価事務 家屋の調査･評価事務
農 政 企 画 係 棚田地域等保全整備事業補助金事務 林道事業補助金事務
農 業 振 興 係 学校給食供給拡大推進事業 栃尾市農業まつり

農 林 課
単市土地改良事業(資材支給) 単市土地改良事業(補助事業)農 地 係

林 政 係 緑化推進事業 治山事業
保 健 予 防 係 基本健康診査事業 予防接種事業
健 康 づ く り 係 精神保健福祉講座 糖尿病予防教室
介 護 保 険 係 高額介護サービス費給付業務 要介護・要支援認定業務

保健福祉課 福 祉 係 子育て支援事業 へき地保育所保育事業
援 護 福 祉 係 米寿者記念品等贈呈事業 敬老会実施委託料事務
介 護 支 援 係 軽度生活援助(除雪支援)事業 生きがい活動支援通所事業
生 活 環 境 係 有害鳥獣等捕獲申請受付・許可業務 ねずみ、害虫等駆除業務

環境衛生課 リサイクル推進係 不法投棄対策業務 指定ごみ袋販売業務
施 設 係 廃棄物、焼却灰の処理に関する業務 し尿、し尿汚泥の処理に関する業務
観 光 係 あぶらげまつり事業 首都圏交流事業

商工観光課 産業交流ｾﾝﾀｰ係 産業交流センター施設管理事業 産業交流センター貸館事業
商 工 振 興 係 プレミアム付共通商品券発行事業 栃尾市制度融資事業
業 務 係 下水道使用料算定徴収業務 排水設備等設置資金融資業務

下 水 道 課 工 務 係 管渠施設の維持管理業務 排水設備に関する業務
処理センター係 下水処理センター施設の維持管理業務 農業集落排水の維持管理業務(塩谷浄化ｾﾝﾀｰ)
工 務 係 漏水の調査・修繕
業 務 係 滞納整理事務(ガス) 滞納整理事務(水道)

ガス水道局 施 設 係 平区画整理事業に伴う水道管布設工事 石綿管布設替事業(工事)
浄 水 場 栃堀浄水場施設修繕整備
ガ ス 供 給 所 供給所設備改良工事 内管消費機器調査実務

議会事務局 議 事 係 議会報発行
監 査 委 員 各会計決算、基金運用状況審査意見書関連事
事 務 局 業

農地関係事務農業委員会
事 務 局

庶 務 係 教育用コンピュータ整備事業 私立幼稚園就園奨励費補助事業
庶 務 課

施 設 係 小・中学校エアコン設置事業 教員住宅管理事業
市 民 会 館 管 理 係 市民会館管理事務
学校教育課 学 事 係 適応指導教室に関すること 特殊教育介助指導に関すること

生 涯 学 習 係 子育て学習の全国展開 ジュニアリーダー研修事業
生涯学習課

文 化 振 興 係 市民コンサート ブックスタート
体 育 課 スポーツ振興係 市民ハイキング 地域ジュニア競技スポーツクラブ育成事業
美 術 館 展示会事業

庶 務 課 庶 務 係 消防庁舎の営繕管理 消防団施設の維持補修
庶 務 課 団 係 消防演習 消防団員の研修等における教育
庶 務 課 機 械 係 消防車両整備事業(署車両更新) 消防無線整備事業

消 防 本 部
警 防 課 警 防 係 消防水利維持管理事業 消防防災訓練
警 防 課 予 防 係 防火指導 火災の原因調査・損害調査
警防課救急救助係 救急高度化の推進事業 救急業務協力推進事業

事
務
事
業
評
価
と
は
、
市
の
実
施

し
た
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
の
成
果
を
測

定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
評
価

す
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
評
価
結

果
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
次
年
度

の
事
業
の
見
直
し
に
活
用
し
よ
う
と

い
う
仕
組
み
で
す
。

市
は
、
平
成
十
四
年
度
の
モ
デ
ル

試
行
を
経
て
平
成
十
五
年
度
か
ら
事

務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
を
本
格
的
に

導
入
し
、
平
成
十
五
年
度
に
実
施
し

た
事
務
事
業
の
中
か
ら
各
係
二
件
、

合
計
百
二
件
を
選
び
評
価
し
ま
し
た
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
た
め

●
効
率
性

に
投
入
さ
れ
た
財
源
な
ど
の
費
用

と
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
結
果
得
ら

れ
た
成
果
を
対
比
す
る
視
点

事
務
事
業
の
目
的
に
対

●
有
効
性

す
る
達
成
度
を
測
り
、
市
民
生
活

へ
の
影
響
度
を
見
る
視
点

行
政
が
担
う
べ
き
事
業

●
必
要
性

で
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
優
先

順
位
、
緊
急
度
は
高
い
か
ど
う
か

を
見
る
視
点受

益
者
の
負
担
は
適
当

●
公
平
性

か
、
市
民
に
対
し
て
公
平
な
視
点

で
事
務
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
か

を
見
る
視
点

ま
ず
、
事
業
実
施
の

●
一
次
評
価

担
当
者
が
前
記
四
つ
の
視
点
の
う

ち
ど
こ
に
課
題
ま
た
は
問
題
点
が

あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た

そ
れ
以
外
の
面
か
ら
も
事
業
の
現

状
を
分
析
し
て
課
題
・
問
題
点
を

掘
り
起
こ
し
ま
す
。

そ
し
て
、
分
析
の
結
果
明
ら
か

に
な
っ
た
課
題
・
問
題
点
を
解
決

す
る
た
め
の
方
策
を
検
討
し
、
具

体
的
な
改
善
策
を
練
り
ま
す
。

以
上
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な

改
善
策
が
よ
り
効
果
的
か
を
所
属

長
が
判
断
し
、
担
当
課
と
し
て
の

改
善
策
を
決
定
し
ま
す
。

助
役
を
委
員
長
と
す

●
二
次
評
価

る
事
務
事
業
評
価
委
員
会
が
、
事

務
事
業
担
当
課
以
外
の
第
三
者
の

視
点
か
ら
全
体
を
総
括
し
、
担
当

課
で
検
討
し
た
改
善
策
が
さ
ら
に

効
果
的
に
な
る
よ
う
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
加
え
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
行
っ
た
事
務

事
業
評
価
の
結
果
は
、
今
後
の
事
業

実
施
に
あ
た
っ
て
執
行
方
法
な
ど
の

見
直
し
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
評
価
作
業
の
た
め
に
作
成

し
た
事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
（
調

書
）
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

市
の
事
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
く
機
会
と
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
の

閲
覧
は
、
十
月
十
二
日

か
ら
可
能

（火）

で
す
。
評
価
の
内
容
を
知
り
た
い
場

合
は
、
市
役
所
三
階
の
行
政
管
理
課

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
平
成
十
五
年
度
に
評
価
を
実
施
し

た
事
業
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り

で
す
。
（
係
に
よ
っ
て
は
事
務
事

業
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
一
件

の
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
）

前
編
、
後
編
と
二
回
に
わ
た
っ
て

栃
尾
市
の
行
政
改
革
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
。

市
政
や
市
民
の
日
常
生
活
を
取
り

巻
く
環
境
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す

る
中
、
市
の
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
も
今

ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま

繰
り
返
す
だ
け
で
は
市
民
の
皆
さ
ん

に
満
足
し
て
い
た
だ
け
な
い
ば
か
り

か
、
厳
し
い
財
政
事
情
を
乗
り
越
え

て
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

市
は
、
よ
り
効
率
的
で
効
果
的
な

行
政
運
営
を
目
指
し
て
事
務
事
業
の

見
直
し
を
行
い
、
必
要
な
と
こ
ろ
に

は
さ
ら
に
力
を
入
れ
る
一
方
、
一
部

の
事
業
に
つ
い
て
は
縮
小
ま
た
は
廃

止
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

行
政
管
理
課
文
書
行
革
係

問
合
せ52
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＜事務事業評価の目的＞

○市民への説明責任の向上
事務事業の目的、内容、達成度など
を市民に分かりやすい形で公開する
ことにより、説明責任の向上を図り
ます。
○職員の意識改革
職員一人ひとりが改善の必要性を理
解し､取り組むことが大切です。そ
のため、事務事業の目的意識・目標
達成意識やコスト意識の浸透を図り
ます。
○事務事業の効率性の向上
事務事業の目的や目標を明確にし、
その成果を明らかにすることによっ
て、当初設定した目標の達成度、費
用対効果を客観的に評価し、仕事の
やり方の改善を図ります。

行
政
改
革
特
集
：
後

編

市
の
事
務
事
業
評
価
結
果
を

公
表
し
ま
す

◇
評
価
の
視
点

◇
評
価
作
業
の
な
が
れ

◇
評
価
結
果
の
活
用

絵本を介して母と子の心をつ
なぐ｢ブックスタート｣

‐
２
１
７
５



刈
谷
田
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
、
県

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
越
地
区
大
会

で
金
賞
を
受
賞
し
、
県
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
も
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
９
月
４
日
山
梨
県
県
民

文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
、
第

回
10

西
関
東
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
学
校

Ｂ
部
門
に
出
場
し
、
銀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
新

コ
ン
ク
ー
ル

西
関
東
吹
奏
楽

９
／
４

山
梨
県

潟
、
群
馬
、
埼
玉
、
山
梨
の
四
県
の

代
表

校
が
出
場
し
開
催
さ
れ
ま
し

30

た
。児

童
相
互
の
親
睦
と
体
力
向
上
を

図
る
目
的
で
開
催
さ
れ
た
少
年
す
も

う
大
会
に
、
十
一
団
体
八
十
一
人
が

参
加
。
児
童
た
ち
は
、
優
勝
を
目
指

し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

団
体
戦
（
敬
称
略
）

巻
渕
（
酒
井
直
人
、
山
口

優
勝直

人
、
酒
井
秀
平
、
吉
田

望

内
山
大
輔
）

天
下
島

２
位

金
沢
Ｂ
、
金
町

３
位

個
人
戦
（
敬
称
略
）

◇
四
年
生
の
部

人
27

上
野
健
太
郎
（
北
荷
頃
）

優
勝

小
出

恵
太
（
天
下
島
）

２
位

棚
村

明
哉
（
川

谷
）

３
位

五
十
嵐

凌
（
北
荷
頃
）

３
位

◇
五
年
生
の
部

人
28

飯
浜

雄
介
（
新

町
）

優
勝

佐
藤

雄
太
（
金

沢
）

２
位

酒
井

秀
平
（
巻

渕
）

３
位

那
須

政
崇
（
天
下
島
）

３
位

◇
六
年
生
の
部

人
２６

稲
田

真
樹
（
川

谷
）

優
勝

第

回
栃
尾
市

39

少
年
す
も
う
大
会

９
／
５

総
合
体
育
館

内
山

大
輔
（
巻

渕
）

２
位

佐
藤

将
司
（
金

沢
）

３
位

八
木

亮
祐
（
金

町
）

３
位

小
学
生
が
夏
休
み
に
作
成
し
た
、

私
の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
コ
ン
ク
ー
ル

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団体戦で優勝した巻渕チーム
個人戦で優勝した左から４年上野
くん､５年飯浜くん､６年稲田くん

私
の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱

コ
ン
ク
ー
ル

９
／

栃
尾
郵
便
局

24

１
・
２
年
生
の
部
（
敬
称
略
）

渡
辺
さ
く
ら(

栃
尾
南
小
・
１
年)

諸
橋

慎
人(

東

谷

小
・
１
年)

多
田

大
輝(

栃
尾
南
小
・
２
年)

山
本

楓(

栃
尾
南
小
・
２
年)

石
田

佳
子(

栃
尾
東
小
・
２
年)

３
・
４
年
生
の
部
（
敬
称
略
）

猪
俣

涼(

栃
尾
東
小
・
３
年)

酒
井

拓
也(

荷

頃

小
・
３
年)

中
沢

健
祐(

東

谷

小
・
４
年)

茨
木

健
太(

西

谷

小
・
４
年)

目
黒

達
也(

西

谷

小
・
４
年)

５
・
６
年
生
の
部
（
敬
称
略
）

佐
藤

直
矢(

栃
尾
東
小
・
５
年)

箕
輪

純
也(

栃
尾
東
小
・
５
年)

今
井

琢
磨(

栃
尾
南
小
・
６
年)

剣
持

拓
矢(

栃
尾
南
小
・
６
年)

林

心
美(

栃
尾
南
小
・
６
年)

ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、

韓
国
な
ど
、
海
外
の
二
十
カ
国
の
選

手
と
日
本
の
選
手
が
参
加
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

基
本
動
作

幼
年
の
部
（
敬
称
略
）

加
藤

航
也
（
栄

町
）

優
勝

基
本
動
作

小
学
３
年
の
部
（
敬
称
略
）

斎
籐

瑞
季
（
原

町
）

３
位

基
本
動
作

小
学
５
年
の
部
（
敬
称
略
）

第

回
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン

30
バ
ラ
世
界
選
手
権
大
会

８
／

東
京
文
化
体
育
館

29

大
橋

海
里
（
栄

町
）

３
位

長
剣

幼
年
の
部
（
敬
称
略
）

加
藤

航
也
（
栄

町
）

優
勝

長
剣

小
学
３
年
の
部
（
敬
称
略
）

酒
井

直
人
（
巻

渕
）

３
位

長
剣

小
学
５
年
の
部
（
敬
称
略
）

石
丸

美
洸
（
下

塩
）

２
位

長
剣

小
学
６
年
の
部
（
敬
称
略
）

高
橋

枝
里
（
表

町
）

優
勝

長
剣

一
般
の
部
（
敬
称
略
）

高
橋

増
司
（
表

町
）

優
勝

小
太
刀

小
学
５
年
の
部
（
敬
称
略
）

石
丸

美
洸
（
下

塩
）

２
位

小
太
刀

小
学
６
年
の
部
（
敬
称
略
）

目
黒

雄
太
（
大
川
戸
）

２
位

斎
籐

凌
雅
（
原

町
）

３
位

高
橋

枝
里
（
表

町
）

３
位
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写
真
提
供

フ
ォ
ト
ラ
イ
フ

世
界
選
手
権
大
会
で
入
賞
し
た

皆
さ
ん

市指定金融機関交替のお知らせ
10月１日から、市指定金融機関が｢北越銀行｣から｢第四銀行｣に交替しました

佐
藤
さ
ん
は
、
去
る
８
月

日
石

29

川
県
で
開
催
さ
れ
た
北
信
越
国
体
剣

道
競
技
少
年
男
子
の
部
で
優
勝
し
出

場
。
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

小
浦
方
さ
ん
は
、
去
る
８
月

日
29

石
川
県
で
開
催
さ
れ
た
北
信
越
国
体

剣
道
競
技
少
年
女
子
の
部
で
二
位
と

な
り
出
場
。
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

葛
綿
さ
ん
は
、
県
の
青
年
男
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
チ
ー
ム
の
一

員
に
選
ば
れ
出
場
。
活
躍
が
期
待
さ

さん佐藤優太
北荷頃
高志高校
２年

国
民
体
育
大
会
出
場

／

〜

埼
玉
県

10

23

28さん小浦方志織
新栄町
長岡高校
２年

れ
ま
す
。

伊
東
さ
ん
は
、
県
大
会
で
シ
ン
グ

ル
ス
と
ダ
ブ
ル
ス
で
い
ず
れ
も
優
勝

し
出
場
。
健
闘
し
ま
し
た
。

藤
崎
さ
ん
は
、
県
空
手
道
会
の
推

薦
に
よ
り
、
空
手
女
子
組
手
３
部

（

歳
以
上
）
に
出
場
。
健
闘
し
ま

45
し
た
。

さん葛綿洋太郎
上 塩

栃尾市バスケッ
トボール協会

全
日
本
教
職
員

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

８
／
７
〜

島
根
県

11さん伊東真理
上の原町

栃尾東小学校
教員

日
本
ス
ポ
ー
ツ

マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
０
４

９
／

〜

福
島
県

23

25さん藤崎澄恵
大川戸

栃尾空手道会

栃
尾
空
手
道
会
が
活
躍
し
ま
し
た
。

小
学
５
・
６
年
生
女
子
型

敬
称
略)

(

小
林

葵
（
栄

町
）

２
位

中
学
生
女
子
組
手
（
敬
称
略
）

那
須
真
梨
奈
（
天
下
島
）

２
位

中
学
生
男
子
組
手
（
敬
称
略
）

佐
藤

寛
和
（

）

優
勝

滝
の
下
町

佐
藤

亮
司
（
山
田
町
）

３
位

県
と
県
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

主
催
の
同
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
栃

尾
市
か
ら
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

星
野
光
江
さ
ん
（
金
町
）
が
出
場
。

｢

進
出
賞｣(

新
潟
県
身
体
障
害
者
団

体
連
合
会
長
賞)

を
受
賞
し
ま
し
た
。

新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

総
合
体
育
大
会

８
／

松
代
町

29

ふ
れ
あ
い
交
流
会

９
／

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ

19

男
子
の
部
（
敬
称
略
）

吉
田

恒
男
（
柏
崎
市
）

優
勝

さん星野光江
金 町

栃尾市身体障害
者福祉協会

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会

９
／

ふ
る
さ
と
交
流
広
場

19

皆
川

光
雄
（
加
茂
市
）

２
位

茨
木

政
七
（
天
下
島
）

３
位

渡
辺

広
市
（
宮

沢
）

４
位

山
崎

次
男
（
加
茂
市
）

５
位

女
子
の
部
（
敬
称
略
）

中
西

道
（
長
岡
市
）

優
勝

韮
澤

キ
ミ
（

）

２
位

上
の
原
町

保
倉

セ
ツ
（
加
茂
市
）

３
位

八
木

ミ
ネ
（
大
野
町
）

４
位

泉
田

幸
子
（
加
茂
市
）

５
位

22

|||||広報とちお16.10.5|||||

タ
ン
ポ
ポ
の
会(

林
美
代
子
代

表)

、
花
咲
く
交
差
点(

高
橋
三
男
代

表)

、
メ
ル
ヘ
ン
ロ
ー
ド
友
の
会(

荷

頃
地
区
の
市
職
員
で
構
成)

の
三
団

体
は
、

日
本
道
路
協
会
道
路
功
労

（財）

者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

タ
ン
ポ
ポ
の
会
は
平
成
三
年
か
ら

原
町
地
内
や
原
町
交
差
点
花
壇
で
、

花
咲
く
交
差
点
は
平
成
十
三
年
か
ら

新
栄
町
地
内
の
交
差
点
花
壇
で
、
そ

し
て
メ
ル
ヘ
ン
ロ
ー
ド
友
の
会
は
平

成
二
年
か
ら
国
道
３
５
１
号
北
荷
頃

お
よ
び
本
津
川
地
内
で
花
を
植
え
環

境
美
化
に
努
め
、
公
共
の
福
祉
の
増

進
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
て
の
受
賞
で
す
。

日
本
道
路
協
会

道
路
功
労
者
表
彰

佐藤亮司さん、佐藤寛和さん、
那須真梨奈さん、小林 葵さん

(左から)

メルヘンロード友の会 花咲く交差点

委員会を公開します
第４回栃尾市行財政改革検討委員会

と き：10月15日(金)14時～ ところ：市役所4階404会議室

定 員：20人(先着順) 問合せ：総合政策室 52 5816-



安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と

は
、
市
民
共
通
の
願
い
で
す
。

本
年
度
は
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

安
心
の
街
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

○
住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入
犯
罪
の
防

止
○
自
動
車
盗
、
車
上
ね
ら
い
、
自
転

車
盗
の
防
止

○
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
身
近
な
知
能
犯

罪
の
防
止

を
重
点
に
実
施
し
ま
す
。

市
内
に
お
け
る
犯
罪
発
生
状
況

（
左
表
・
七
月
末
現
在
）

○
刑
法
犯
が
前
年
に
比
べ
三
十
九
件

◇
犯
罪
情
勢

減
少
（
今
年
は
六
十
五
件
発
生
）

○
大
部
分
が
窃
盗
で
五
十
二
件
発
生

○
自
転
車
盗
十
三
件
、
器
物
損
壊
九

件
が
目
立
つ

　
住
宅
対
象
侵
入
盗
の
防
止

・
留
守
に
す
る
と
き
は
、
必
ず
鍵
を

か
け
ま
し
ょ
う

　
自
動
車
盗
、
車
上
ね
ら
い
、
自
転

車
盗
の
防
止

・
自
動
車
は
、
わ
ず
か
な
時
間
の
駐

車
で
も
必
ず
ド
ア
を
ロ
ッ
ク
し
、

車
内
に
貴
重
品
は
置
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

・
自
転
車
は
ツ
ー
ロ
ッ
ク
（
二
重
に

鍵
を
か
け
る
）
し
ま
し
ょ
う

　
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
の
被
害
防
止

最
近
、
県
内
で
多
発
し
、
市
内
で

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

・
「
オ
レ
だ
け
ど
、
人
の
借
金
の
保

証
人
に
な
っ
た
。
交
通
事
故
を
起

こ
し
た
。
す
ぐ
に
○
○
万
円
送
っ

て
く
れ
」

・
□
□
警
察
の
者
で
す
が
、
お
宅
の

御
主
人
が
交
通
事
故
を
起
こ
し
ま

し
た
。
相
手
は
示
談
で
よ
い
と
い

◇
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ

う
の
で
、
お
金
を
振
り
込
ん
で
く

だ
さ
い
」

な
ど
の
電
話
が
突
然
か
か
っ
て
来
た

ら
疑
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

﹇
対

策
﹈

▽
自
分
か
ら
身
内
の
名
前
は
言
わ
な

い
で
、
「
オ
レ
で
は
分
か
ら
な
い

だ
れ
だ
？
」
な
ど
と
聞
き
、
相
手

に
名
前
を
言
わ
せ
る

▽
す
ぐ
に
お
金
は
振
り
込
ま
な
い

▽
お
金
を
振
り
込
む
前
に
、
家
族
に

相
談
す
る
か
、
警
察
に
連
絡
す
る

　
身
に
覚
え
の
な
い
架
空
請
求
被
害

の
防
止

市
内
に
お
い
て
も
、
架
空
の
債
権

請
求
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

・
「
×
×
債
権
回
収
セ
ン
タ
ー
」
な

ど
の
名
前
を
使
っ
た
請
求
書

・｢

最
終
通
告
書｣

、｢

緊
急
告
知
書｣

、

｢

有
料
サ
イ
ト
入
会
金
の
支
払
い｣

な
ど
の
名
目
に
よ
る
請
求
書

・
「
有
料
サ
イ
ト
未
納
料
金
の
債
権

回
収
」
請
求
書

な
ど
が
は
が
き
や
電
話
（
メ
ー
ル
）

で
突
然
来
た
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
対

策
﹈

▽
こ
ち
ら
か
ら
相
手
に
一
切
連
絡
し

な
い
で
無
視
す
る

▽
お
金
は
絶
対
に
払
わ
な
い

※
犯
罪
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
く
れ
ぐ

れ
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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|||||広報とちお16.10.5|||||

全
国
地
域
安
全
運
動

月

日
〜

日

10

11

20

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

発生件数（件）
地 区 別 H16 H15 増減

署 所 在 地 43 58 △15
北荷頃駐在所 10 6 4
二日町駐在所 4 29 △25
東谷駐在所 6 4 2
吹谷駐在所 2 7 △ 5
総 数 65 104 △39
※各年１月～７月までの比較

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

菅
畑
・
神
楽
舞
の
衣
装
な
ど
を
整
備新調した衣装と太鼓で神楽舞を奉納する

神楽舞保存会の皆さん

菅
畑
区
（
渡
辺
正
行
区
長
）
で
は
、

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
助
成
を

（財）受
け
、
古
く
な
っ
た
神
楽
舞
の
衣
装

な
ど
を
新
た
に
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
助
成
金
は
、
宝
く
じ
の
収
入

を
財
源
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な

発
展
を
図
る
た
め
、
市
を
通
じ
て
助

成
し
た
も
の
で
す
。

菅
畑
神
楽
舞
は
、
市
の
無
形
文
化

財
で
地
域
の
宝
物
。
こ
の
宝
物
の
魅

力
を
見
直
し
、
伝
統
の
継
承
と
保
存

を
図
る
活
動
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
づ
く
り
に
弾
み
を
つ
け
よ
う
と
、

集
落
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

九
月
十
二
日
に
行
わ
れ
た
諏
訪
神

社
の
秋
祭
り
で
は
、
集
落
内
を
一
周

し
て
新
調
し
た
衣
装
な
ど
を
披
露
し

た
後
、
神
楽
舞
百
周
年
と
宝
く
じ
衣

装
助
成
を
記
念
し
て
神
楽
舞
を
奉
納
。

見
守
る
関
係
者
は｢

こ
れ
で
一
安
心｣

と
、
胸
を
な
で
下
ろ
し
て
い
ま
し
た
。

地区別の刑法犯発生状況

守門岳ツアー
落ち葉のじゅうたんを歩こう

と き：10月23日(土)～24日(日) 宿 泊：ロッジ道院 定 員：20人

参加費：10,500円(１泊３食) 申込み・問合せ：道院高原 0120 330773い -

栃
尾
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
友
好
協
会

（
星
野
直
浩
会
長
）
は
八
月
十
二
日

か
ら
十
八
日
ま
で
、
第
二
回
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
協
会
が
「
次
世
代
を

担
う
栃
尾
の
青
少
年
が
国
際
感
覚
を

身
に
つ
け
、
国
際
人
と
し
て
育
っ
て

ほ
し
い
」
と
の
願
い
で
行
っ
た
も
の

で
、
参
加
者
た
ち
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
文
化
や
国
際
感
覚
、
友
好
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。

星
野
紀
子
さ
ん(

本
町)

寄
稿

中
学
生
十
人
、
高
校
生
六
人
を
含

む
二
十
一
人
の
参
加
者
た
ち
は
、
十

二
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
三
日
間
、

か
つ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
首
都
だ

っ
た
メ
ル
ボ
ル
ン
を
訪
れ
ま
し
た
。

路
面
電
車
を
利
用
し
て
、
千
軒
を

超
え
る
店
が
軒
を
連
ね
る
ク
イ
ー
ン

・
ビ
ク
ト
リ
ア
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
イ

ギ
リ
ス
の
植
民
地
だ
っ
た
こ
ろ
の
面

影
を
残
す
街
並
み
を
散
策
し
た
り
、

動
物
園
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ら
で

は
の
コ
ア
ラ
や
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
な
ど

の
動
物
た
ち
と
触
れ
合
っ
た
り
し
て
、

異
国
の
文
化
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

十
五
日
に
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の

キ
ャ
ン
ベ
ラ
へ
移
動
。
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
人
た
ち
の
に
ぎ
や
か
な
出

迎
え
を
受
け
た
後
、
各
家
庭
の
車
で

市
内
を
巡
り
ま
し
た
。
英
語
で
の
会

話
に
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
参
加

者
た
ち
で
し
た
が
、
家
族
の
人
た
ち

が
明
る
く
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
て

話
し
か
け
て
く
れ
、
す
ぐ
に
打
ち
解

け
て
い
ま
し
た
。

十
六
日
と
十
七
日
は
、
中
・
高
一

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と学

校
体
験

異
文
化
を
学
ぶ

貫
教
育
を
行
っ
て
い
る
女
子
校
と
男

子
校
に
分
か
れ
、
学
校
の
仕
組
み
や

授
業
の
取
り
組
み
な
ど
日
本
と
は
違

っ
た
学
校
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。

女
子
校
の
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
ー
ズ
・

カ
レ
ッ
ジ
（
私
立
）
で
は
、
参
加
者

た
ち
が
日
本
語
の
授
業
を
担
当
。
日

本
語
で
の
自
己
紹
介
や
ゲ
ー
ム
、
折

り
紙
、
紙
風
船
、
栃
尾
甚
句
な
ど
を

教
え
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
国
が
違
う
人
に
も
自
然
に

接
す
る
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
た

ち
の
国
際
感
覚
も
肌
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

帰
国
を
前
に
学
校
の
正
門
に
集
ま

っ
た
参
加
者
た
ち
の
顔
は
、
出
発
前

の
不
安
そ
う
な
表
情
が
消
え
、
自
信

に
満
ち
、
生
き
生
き
と
輝
い
て
い
ま

し
た
。

参
加
者
た
ち
が
貴
重
な
体
験
を
通

じ
て
、
心
の
交
流
や
思
い
や
り
、
そ

し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
学
び
、
ひ
と

回
り
も
ふ
た
回
り
も
大
き
く
成
長
し

た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
と
な
り
ま

し
た
。

参
加
者
た
ち
の
成
長
が

一
番
の
収
穫

24
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未知の体験で得た心・知識、そして友達の輪

オーストラリア
ホームステイツアー
～市内の中学・高校生など21人が参加～

セ
ン
ト･

ク
レ
ア
ー
ズ･

カ
レ
ッ
ジ

の
生
徒
と
記
念
撮
影
す
る
参
加
者

日本語の授業で折り紙を教える参加者

危険物
取扱者保安講習

と き：11月19日(金)13時～16時 ところ：文化センター 申込期間：10月18日(月)～27日(水)

申込み：(財)新潟県危険物安全協会 025 285 3490 問合せ：消防本部警防課予防係 52 1155- - -



月
７
日

８
時

分
〜

と

き

11

（日）

30

時
15

総
合
体
育
館｢

ア
リ
ー
ナ｣

と
こ
ろ

ほ
か
の
チ
ー
ム
と
ソ
フ

競
技
内
容

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ス
ト
ラ
イ
ク

デ
ィ
ス
ク
、
大
縄
跳
び
、
ユ
ニ
ホ

ッ
ケ
ー
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
５
種

目
で
対
戦
し
、
獲
得
ポ
イ
ン
ト
や

勝
数
に
よ
っ
て
順
位
を
決
め
ま
す
。

小
学
生
以
上
の
家
族

チ
ー
ム
編
成

・
友
達
な
ど
４
〜
８
人
で
チ
ー
ム

を
作
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
人
数
に
達
し
な
い
時
は
相
談
く

だ
さ
い
。
小
学
生
と

歳
以
上
の

65

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

サ
ー
キ
ッ
ト

人
に
は
ハ
ン
デ
ィ
ポ
イ
ン
ト
あ

り
）

１
人
三
百
円
（
保
険
料
）

参
加
費

昼
食
は
各
自
持
参

そ
の
他

月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

10

28

（木）

で
に
参
加
費
を
添
え
て
総
合
体
育

館

‐
５
５
７
１

52

月

日
〜

月

日
ま

と

き

10

28

12

16

で
の
毎
週
木
曜
日
、

時

分
〜

19

30

時
21

総
合
体
育
館
「
競
技
場
」

と
こ
ろ

藤
家
利
郎
さ
ん
（
太
極
拳

講

師
連
盟
公
認
指
導
員
）

太
極
拳
初
心
者
教
室

た
い
き
ょ
く
け
ん

五
百
円
（
保
険
料
な
ど
）

参
加
費

市
内
に
在
住
お
よ
び
勤
務

対

象
・
通
学
し
て
い
る
小
学
生
以
上

人
（
先
着
順
）

定

員

20

月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

10

12

（火）

ら

日

ま
で
に
参
加
費
を
添
え

20

（水）

て
総
合
体
育
館

‐
５
５
７
１

52

守
門
の
里
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

へ
の
感
謝
の
意
味
を
込
め
て
、
感
謝

祭
を
開
催
し
ま
す
。

模
擬
店
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
楽
し
い
企
画
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。
ま
た
、
守
門
の
里

で
育
て
た
パ
ン
ジ
ー
の
苗
や
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
球
根
の
無
料
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
先
着

人
）
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

300

来
場
く
だ
さ
い
。

月

日

時
〜

時

と

き

10

24

（日）
10

15

守
門
の
里
（
知
的
障
害
者

と
こ
ろ

更
生
施
設
・
楡
原
）

▽
模
擬
店
…
や
き
そ
ば
、

内

容
大
福
餅
、
野
菜
販
売
、
喫
茶
な
ど

▽
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
▽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
…

模
造
紙
や
段
ボ
ー
ル
で
等
身
大
の

そ
の
他

守
門
の
里｢

感
謝
祭｣

自
分
を
作
り
守
門
の
里
マ
ッ
プ
を

作
成
し
ま
す
▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
…
不
用
品
バ
ザ
ー
（
家
庭
で
不

用
と
な
っ
て
い
る
日
用
雑
貨
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
持
参
く
だ
さ

い
）
、
革
細
工
販
売
、
近
隣
施
設

（
ま
ご
こ
ろ
寮
、
い
か
ら
し
の
里
、

桜
花
園
）
で
作
ら
れ
た
製
品
の
販

売
▽
作
品
展
示
…
い
き
い
き
タ
イ

ム
の
習
字
や
華
道
で
作
っ
た
入
所

者
の
作
品
や
希
望
者
の
作
品
、
障

害
児
学
級
の
生
徒
の
作
品
な
ど

守
門
の
里

‐
１
０
５

問
合
せ

52

５
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10月31日(日)午前10時～午後３時と き
産業交流センターおりなす(宮沢)ところ

○賞味、試食コーナー
新米コシヒカリ、焼肉、牛乳、米菓子、焼き
芋、きねつきもち、にいがた地鶏

○秋味あきない通り（即売コーナー）
秋野菜、手作り加工品、新米コシヒカリ、木
炭、果物、牛・豚肉、錦鯉、牛乳・乳製品、
もち、きのこ ほか

○催し物 （ ）内は会場
・チビッ子牧場(芝生広場)
・健康相談、ラジコンヘリ展示・シミュレー
ション体験ほか(展示プラザホール)
・唄と踊りの集い(てまりホール、12時～14
時30分)

・とちお産野菜コンクール(雁木前)
農林課 ５２－５８４７問合せ

○10月24日(日)午前10時～午後３時 ○杜々の森名水公園

〈あぶらげまつり〉
巨大あぶらげ作り・試食、あぶらげ巻寿司早食い大会(参加費1,000円)、あ
ぶらげの揚げ実演・販売、あぶらげ料理の紹介、｢おから」の持ち帰り

＊有料＊〈コシヒカリまつり〉
地元産コシヒカリおにぎり、地元産き
のこ汁、おでん、もちつき ほか

＊有料＊〈喫茶コーナー〉
名水で点てた抹茶（お菓子付き）

た

＊有料＊〈土産コーナー〉
あぶらげ(５枚箱入り)、あぶらげ巻寿司

〈その他〉
伝統芸能「広大寺｣｢よしよし」の披露、
ビンゴなどのゲームもあります。 世界一の巨大あぶらげ作り(昨年)

市制施行50周年記念

第30回栃尾市農業まつり

毎週火曜日午後７時まで
証明書発行業務などを実施中

ところ：市役所２階 市民課・税務課の窓口

問合せ：市民課 52 5835,税務課 52 5837- -

月

日

〜

日

９

と

き

11

12

（金）

14

（日）

時
〜

時
（
た
だ
し

日
は

時

18

12

12

分
か
ら
、

日
は

時
ま
で
）

30

14

16

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

月
８
日

時
か
ら

作
品
搬
入

11

（月）
17

時
ま
で
、
総
合
体
育
館
で
受
け

20付
け
ま
す
。

▽
日
本
画
…
櫛
谷
一
代
さ

審
査
員

第

回
36

栃
尾
市
美
術
展

ん
▽
洋
画
…
木
村
保
夫
さ
ん
▽
書

道
…
池
上
蒼
江
さ
ん
▽
写
真
…
倉

茂
義
隆
さ
ん
▽
版
画
・
彫
塑
・
工

芸
…
大
滝
源
一
さ
ん

月
９
日

時
〜
（
非

審
査
会

11

（火）
13

公
開
）

※
審
査
会
終
了
後
、
作
品
講
評
会
を

公
開
で
実
施
し
ま
す
。

出
品
資
格
、
出
品
規
定
、

問
合
せ

募
集
部
門
な
ど
、
募
集
要
項
の
詳

細
は
公
民
館

‐
２
０
２
０

52

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤

応
募
資
格

・
通
学
し
て
い
る
中
学
生
以
上

▽
一
般
の
部
…
俳
句
、
川

部

門
柳
、
短
歌
、
詩
、
随
筆
▽
中
学
生

の
部
…
俳
句
、
短
歌
、
詩

自

由

題

材

（
各
部
門
）

応
募
点
数

▽
俳
句
、
川
柳
、
短
歌
…
各
種

市
民
文
芸
作
品
募
集

別
ご
と
に
一
人
５
点
以
内
▽
詩

…
一
人
２
点
以
内
▽
随
筆
…
一
人

１
点

▽
各
種
別
と
も
四
百
字
詰

用

紙
め
原
稿
用
紙
を
使
用
（
俳
句
、
川

柳
、
短
歌
は
ハ
ガ
キ
で
も
可
）
▽

詩
お
よ
び
随
筆
は
、
一
編
に
つ
き

原
稿
用
紙
５
枚
以
内

応
募
作
品
に
住
所

出
品
上
の
注
意

（
番
地
ま
で)

、
氏
名
（
ペ
ン
ネ

ー
ム
を
使
用
す
る
時
は
本
名
も
記

入)

、
電
話
番
号
、
種
別
を
楷
書

で
記
入

※
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▽
俳
句
…
中
西
弘

選
者
・
審
査
員

さ
ん
（
栃
の
木
俳
壇
主
宰
）
▽
川

柳
…
古
川
長
次
さ
ん
（
栃
尾
川
柳

会
主
宰
）
▽
短
歌
…
松
木
鷹
志
さ

ん
（
短
歌
教
室
講
師
）
▽
詩
・
随

筆
…
ま
き
た
か
し
さ
ん
（
詩
人
）

月
１
日

か

応
募
先
・
問
合
せ

11

（月）

ら

月
２
日

ま
で
に
公
民
館

12

（木）

‐
２
０
２
０

52秋
の
夜
長
、
日
ご
ろ
の
忙
し
さ
を

忘
れ
、
昔
語
り
に
ひ
た
り
ま
せ
ん
か
。

教
室
・
講
座

お
月
見
夜
ば
な
し

月

日

時
〜

時

と

き

10

15

（金）
19

21

文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
「
和

と
こ
ろ

室
」

と
ち
お
か
た
り
べ
「
ろ
ば

出
演
者

た
会
」
、
市
内
小
学
校
児
童
有
志

無

料

参
加
費

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直

接
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

公
民
館

‐
２
０
２
０

問
合
せ

52
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など今月の税金

納期11月１日

市 ・ 県 民 税

▲

国民健康保険税

▲

ガス水道

▲

・下水道料金

おしらせ人権相談所を開設します
～行政相談も同時に実施～

○と き 10月26日(火)10時～15時
○ところ 文化センター２階｢学習室｣
新潟地方法務局長岡支局は、今年も人権相談

所を開設します。
家庭内のもめごと、離婚、相続、土地、金銭▽

上の問題
近所のいやがらせ、名誉・信用の侵害などの▽

人権問題
児童・生徒間における「いじめ」の問題でお▽

悩みの人
などの事柄について、栃尾市の人権擁護委員が
相談に応じます。相談は無料で、秘密は固く守
られます。
【人権擁護委員は次の４人です】
稲田美穂子さん(表町)、星野信行さん(栃堀)、

橋本英俊さん(原町)、葛綿弘義さん(上塩)
また、毎月市役所別館で行っている行政相談

を同時に開催します。
行政のことで困っていること、分からないこ

とがありましたら、気軽に相談ください。
【行政相談委員は次の人です】
大橋栄蔵さん(金町)

ー市展と同時開催ー市民文化祭
11月12日(金)～14日(日)

個人作品も大歓迎！多数の皆さんの出品を
お待ちしています。

11月11日(木)14時～21時、体育館搬 入
11月１日(月)までに公民館申込み・問合せ

５２－２０２０

各
・
種
・
相
・
談

相
談
は
無
料
で
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

□
行
政
相
談

○

月

日

時
〜

時

10

26

（火）
10

15

○
文
化
セ
ン
タ
ー
学
習
室

□
国
民･

厚
生
年
金
相
談

○

月

日

時
〜

時

10

20

（水）
10

15

○
市
役
所
市
民
相
談
室
（
２
階
）

□
家
庭
児
童
相
談

○
月
曜
日
〜
金
曜
日
９
時
〜

時
16

○
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

□
心
配
ご
と
相
談

○
毎
週
水
曜
日

時
〜

時

10

15

○
社
会
福
祉
協
議
会
（
新
栄
町
）

□
青
少
年
問
題
相
談

○
月
曜
日
〜
金
曜
日
９
時
〜

時
16

○
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

寄付御礼

▼
椎
谷
清
美
さ
ん
（
大
川
戸
）
…
社

会
福
祉
費
寄
付
金
と
し
て
五
万
円

い
た
だ
き
ま
し
た
。

次のとおり市に寄付を
いただきました。
ありがとうございました。
(16.7.14～16.8.30)

毎週日曜日
住民票・印鑑登録証明書を発行

と き：毎週日曜日の９時～正午(午前中のみ)

ところ：文化センター１階公民館 問合せ：市民課 52 5835-





と

き

月

日

時
〜

時

10

31

（日）
10

15

と
こ
ろ

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
「
お

り
な
す
」

○
賞
味
、
試
食
コ
ー
ナ
ー

新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
焼
肉
、
牛
乳
、

米
菓
子
、
焼
き
芋
、
き
ね
つ
き
も

ち
、
に
い
が
た
地
鶏

○
秋
味
あ
き
な
い
通
り

（
即
売
コ
ー
ナ
ー
）

秋
野
菜
、
手
作
り
加
工
品
、
新
米

コ
シ
ヒ
カ
リ
、
木
炭
、
果
物
、
牛

・
豚
肉
、
錦
鯉
、
牛
乳
・
乳
製
品
、

も
ち
、
き
の
こ

ほ
か

○
催
し
物

（

）
内
は
会
場

・
チ
ビ
ッ
子
牧
場
（
芝
生
広
場
）

・
健
康
相
談
、
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
展
示

と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
体
験
ほ
か

（
展
示
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
）

・
唄
と
踊
り
の
集
い
（
て
ま
り
ホ
ー

ル
、

時
〜

時

分
）

12

14

30

・
と
ち
お
産
野
菜
コ
ン
ク
ー
ル
（
雁

木
前
）

農
林
課

‐
５
８
４
７

問
合
せ

52

平成16年

10.18
□乳幼児健診

保健福祉センター会 場 ▼

（新栄町2-2-23）
午後１時までに集合時 間 ▼

◎１歳６カ月児健診、２歳児歯
科健診、２歳６カ月児歯科健
診、３歳児歯科健診では、歯
科健診がありますので健診前
に歯を磨いておいてください。
また、希望者にフッ素塗布を
実施します。
※母子手帳、問診票を忘れずに持
参してください。

ちゃん藤崎 永遠
と わ

（旭 町）
10月８日
７カ月児
健診会場で

□予防接種
市民会館２階会 場 ▼

午後１時～１時10分（受付時間）時 間 ▼

種 類 月 日 対象者生年月

16年５・６月ツベルクリン 11月24日(水)反応検査
判定・ＢＣＧ 16年５・６月11月26日(金)
※母子手帳は忘れずに持参してください。
※予診票は、必ず記入してきてください。
（体温は会場で測っていただきます）

※別冊の「予防接種と子どもの健康」を必ず読
んできてください。

□総合健康相談、子育て相談
◎赤ちゃんのことからお年寄りのことまで、健康に
ついて相談のある人は、おいでください。

医師、保健師、栄養士、助産師相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
11月30日(火) 保健福祉センター 午後１時～２時
◎11月は、離乳食講習会を行います。

栄養士、保健師、助産師ほか相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
11月24日(水) 保健福祉センター 午後１時～３時
※総合健康相談、子育て相談においでになる人は、
事前に保健福祉課まで連絡ください。 52-5836

□心の悩み精神保健相談
11月12日(金）午後２時～３時日 時 ▼

保健福祉センター（新栄町2-2-23）会 場 ▼

長岡地域振興局 33-4931問合せ ▼

※事前に予約ください。

健 診 名 月 日 対象者生年月
４ カ 月 児 健 診 11月９日(火) 16年6･7月生まれ
１歳６カ月児健診 11月11日(木) 15年3･4月生まれ
２歳児歯科健診 11月18日(木) 14年10･11月生まれ

11月17日(水) 14年４月生まれ２歳６カ月児歯科健診
３歳児歯科健診 11月17日(水) 13年10月生まれ
３ 歳 児 健 診 11月10日(水) 13年6･7月生まれ

市
制
施
行

周
年
記
念

50
栃
尾
市
農
業
ま
つ
り

○10月24日(日)10時～15時 ○杜々の森名水公園

〈あぶらげまつり〉
巨大あぶらげ作り・試食、あぶらげ巻寿司早食い
大会(参加費1,000円)、あぶらげの揚げ実演・販
売、あぶらげ料理の紹介、｢おから｣の持ち帰り

〈コシヒカリまつり〉
地元産コシヒカリおに
ぎり、地元産きのこ汁、
もちつき ほか

〈喫茶コーナー〉
名水で点てた抹茶

た

〈土産コーナー〉
あぶらげ(５枚箱入り)、
あぶらげ巻寿司

〈その他〉
伝統芸能の披露、ビン
ゴなどのゲームも有り

あぶらげまつり・
コシヒカリまつり

あぶらげ巻寿司早食い大会

人口 ２４,２６８人 男 １１,８５９人 女 １２,４０９人 世帯数 ７,４１３
市のようす

９月末現在

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
年
中
無
休
）

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
で
は
、
中
高
年
の
人
に
役
立
つ
い

ろ
い
ろ
な
情
報
を
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

０
２
５
‐
２
８
１
‐
５
５
５
０

よ
く
眠
れ
な
い

月

日
ま
で

10

28
人
の
た
め
に

生
活
習

月

日
〜

月

日

10

29

11

14

慣
病
を
防
ぐ
に
は

◆
よ
ろ
ず
相
談

お
年
寄
り
や
家
族
が
抱
え
る
悩
み

ご
と
な
ど
の
相
談
を
、
無
料
で
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
の

よ
ろ
ず
相
談
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長 岡 圏 域
イベント情報
http://www.kouiki.nagaoka.niigata.jp

①期日②会場③問合せ先

【長岡市】
①▽ 三善晃プロデュース｢響き合うピアノ｣

シアターゴー10月31日(日)開演13時30分 ▽

イング2004 長①11月20日(土)～23日(祝) ▽

①11月21日(日)開演14時岡市民音楽祭
いずれも②③リリックホール 29-7715

【小千谷市】
①10月30日(土)・31日▽ 新潟県錦鯉品評会
国指定重要無形民俗文(日)②総合体育館 ▽

①11月７日(日)13時～②化財｢牛の角突き｣
小千谷闘牛場（小栗山）
いずれも③商工観光課 83-3512

①11月19日(金)～23▽ 北越戊辰戦争特別展
日(祝)②市民会館③社会教育課 82-9111
【見附市】
スバンホルム・シンガーズ日本公演2004▽

演劇｢子供騙し｣①11月21日(日)開演18時 ▽

①11月25日(木)開演19時
いずれも②③アルカディア 63-5321

【越路町】
①11月１日(月)～▽ もみじ園ライトアップ

11月下旬②もみじ園③企画振興課 92-590
2
【三島町】

①11月３日(祝)②中央会館③▽ 産業まつり
産業課 42-2221
【与板町】

①11月３日▽ たちばな健康マラソン大会
いき(祝)②町内③教育委員会 72-3945 ▽

①11月７日(日)②町民いきフェスティバル
体育館③振興課 72-3100
【山古志村】

②虫亀闘牛場 ②▽ ▽牛の角突き 産業まつり
村役場前
いずれも①11月３日(祝)12時～③産業課
59-2330

【川口町】
①10月31日▽ えちごかわぐち物語秋まつり

(日)②生涯学習センター③農村振興課 89
-3113
【小国町】

①11月３日(祝)②就業改▽ おぐに秋まつり
善センター周辺③企画商工課 95-5906

相談種別 相談時間 相談日
よろず相談 9 00～17 00 毎週月～金曜日: :
専門相談(事前に予約が必要です)

毎週月曜日
法 律 13 30～16 00: :

第４木曜日
医 療 13 30～15 30 第１水曜日: :
痴 呆 14 00～16 00 第３水曜日: :
公的年金･保険 13 30～15 30 第１火曜日: :
税 金 10 00～12 00 第２金曜日: :
健康・介護 10 00～16 00 第２木曜日: :
※11月３日(祝)の医療相談は４日(木)に変更

各
地
に
ク
マ
が
出
没
し
、
人
が

襲
わ
れ
ケ
ガ
を
し
て
い
ま
す
。

入
山
す
る
際
は
十
分
に
注
意
し
、

単
独
行
動
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
ク
マ
に
出
会
わ
な
い
た
め
に

・
鈴
、
ラ
ジ
オ
、
笛
な
ど
で
音
を

出
し
て
自
分
の
存
在
を
気
付
か

せ
る

・
ク
マ
の
活
動
す
る
朝
夕
、
特
に

明
け
方
・
夕
暮
れ
時
の
行
動
は

避
け
る

・
フ
ン
や
足
跡
な
ど
ク
マ
が
近
く

に
い
る
サ
イ
ン
を
見
落
と
さ
な

い(

特
に
親
子
連
れ
は
危
険
）

◆
も
し
ク
マ
に
遭
っ
た
ら

・
あ
わ
て
な
い
、
騒
が
な
い

・
そ
っ
と
下
が
る

・
走
っ
て
逃
げ
な
い
（
背
中
を
見

せ
な
い
）

ク
マ
を
目
撃
し
た
ら
、
農
林
課

‐
５
８
４
７
、
警
察
署

52

53

‐
０
１
１
０
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

各
地
に
ク
マ
出
没
！

注
意
し
て
く
だ
さ
い

道
院
高
原
冬
期
休
業

月
４
日

か
ら
冬
期
休
業

11

（木）

と
な
り
ま
す
。
ご
利
用
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

死者 傷者交通事故
９月 7件

16年累計 51件

0 人

1 人

8人

53人 速度を控えた安全運転を心がけましょう！～



月

日

か
ら
来
年
３

と

き

11

13

（土）

月
ま
で
の
第
２
・
４
土
曜
日
、
10

時
〜

時
12

文
化
セ
ン
タ
ー｢

学
習
室｣

と
こ
ろ

五
百
円

受
講
料

松
田
香
月
さ
ん

講

師

人
（
先
着
順
）

定

員

30

参
加
費
を
添
え

申
込
み
・
問
合
せ

て
公
民
館

‐
２
０
２
０

52

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
「
お
り
な

お
り
な
す

パ
ソ
コ
ン
講
座

筆
で
文
字
を
楽
し
む
教
室

（
後
期
）

す
」
で
行
う
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
応
用

「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
講
座
」

初
心
者
か
ら
中
級
者
向

内

容
け
の
、
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
を
中
心
と
し

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座
で
す
。

／
２

・
４

・
９

と

き

11

（火）

（木）

・

・

・

、
い

（火）

11
（木）

16
（火）

18
（木）

ず
れ
も

時
〜

時

19

21

四
千
円

受
講
料

◆
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
」

パ
ソ
コ
ン
の
構
成
や
文

内

容
字
入
力
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

電
子
メ
ー
ル
を
学
習
し
ま
す
。

／
７

・

・

と

き

11

（日）

13
（土）

21

・

、
い
ず
れ
も

時

（日）

27
（土）

13

30

分
〜

時

分

16

30
四
千
円

受
講
料

い
ず
れ
も

人(

先
着
順)

定

員

20

※
受
講
料
の
ほ
か
に
、
テ
キ
ス
ト
代

が
必
要
で
す
。

※
受
講
者
が
少
な
い
と
き
は
、
講
座

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

開
催
日
７
日
前

申
込
み
・
問
合
せ

ま
で
に
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
お
り

な
す

‐
１
３
３
１

51

市
内
の
各
地
区
公
民
館
で
活
動
し

て
い
る
芸
能
グ
ル
ー
プ
が
、
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
。
気
軽
に
お
出
で
く

だ
さ
い
。

月

日

時
開
場
、

と

き

11

21

（日）
13

時

分
〜

時

13

30

16

お
り
な
す
「
て
ま
り
ホ
ー

と
こ
ろ

ル
」

民
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
寸
劇
、

内

容
伝
統
芸
能

ほ
か

市
内
公
民
館
分
館
、
市

出
演
予
定

内
民
踊
団
体
、
ふ
れ
あ
い
歌
声
サ

ー
ク
ル

ほ
か

公
民
館

‐
２
０
２
０

問
合
せ

52

市
制
施
行

周
年
記
念
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市
民
芸
能
祭

そ
の
他

月
３
日

時
〜

時

と

き

11

（祝）
11

14

軽
井
沢
集
落
セ
ン
タ
ー

と
こ
ろ

大
人
…
千
円
、
子
ど
も
…

入
場
料

五
百
円

地
元
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

％

内

容

100

の
お
に
ぎ
り
、
地
元
で
採
れ
た
野

菜
や
き
の
こ
が
入
っ
た
童
子
汁
、

煮
付
け
、
鯉
こ
く
、
野
菜
や
山
菜

・
米
・
民
芸
品
・
加
工
品
の
即
売
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど

栃
尾
商
工
会

‐
４
１

問
合
せ

52

９
１

月

日

(

雨
天
決
行)

と

き

11

14

（日）

受
付
８
時
〜
、
競
技
開
始

時
10

刈
谷
田
中
学
校

ほ
か

と
こ
ろ

下
表

種
目
・
参
加
基
準
・
コ
ー
ス

の
と
お
り

※
一
般
の
部
Ｂ
は
、
県
陸
上
競
技

協
会
に
登
録
し
て
い
る

歳
未

40

満
の
人
の
参
加
は
不
可

１
チ
ー
ム
千
円

参
加
費

※
保
険
は
各
チ
ー
ム
で
加
入

月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

10

29

（金）

で
に
参
加
費
を
添
え
て
総
合
体
育

館
内
体
育
協
会
事
務
局

‐
５

52

５
７
１

茨
木
童
子
の
里
で

鬼
ぎ
り
ま
つ
り

お

に

第

回
市
民
駅
伝
大
会

45

|||||| |||||(3) 広報とちお おしらせ版 16.10.18

源氏伝承史跡めぐり

来年の日曜夜のＮＨＫ大河ドラマは源
義経に決定しましたが、栃尾市には源氏
ゆかりの伝承の地が３カ所あります。
そこで、公民館と地域おこし推進室は、

市内の源氏伝承史跡めぐりを行います。
ぜひ、参加ください。

11月13日(土)８時30分～12時、と き
文化センター前集合・解散

羽黒神社(小貫) 静御前の墓行き先 ▽ ▽

(栃堀) 古戸城跡(赤谷)▽

25人(先着順)定 員
100円(保険料)参加費

10月25日(月)から参加申込み・問合せ
費を添えて公民館 ５２‐２０２０

参加基準 チーム編成 コ ー ス
学校別に学年問わずチ 監督１人、選手６人、 ６区間17.1� 刈中→大倉→旧JA入塩川→中学校
ームを編成 補員１人 上塩小→二日町橋→JA下塩谷支店→刈中の部
高校生以上の市内在住 監督１人、選手４人、 ４区間17.1� 刈中→大倉→旧JA入塩川→一般の
者または通勤・通学者 補員１人 二日町橋→刈中部Ａ

監督１人、選手３人、 ３区間 6.8�一般の 同 上 補員１人 上塩小→二日町橋→JA下塩谷支店→刈中部Ｂ
監督１人、選手３人、 ３区間 6.8�女子の 中学生以上 補員１人 上塩小→二日町橋→JA下塩谷支店→刈中部

第45回市民駅伝参加基準など

子
育
て
の
コ
ツ
を
わ
か
り
や
す
く

話
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

月

日

時
〜

時

と

き

11

26

（金）
10

11

分
30

文
化
セ
ン
タ
ー｢
学
習
室｣

と
こ
ろ

未
就
学
児
を
持
つ
保
護
者

対

象

無

料

参
加
費

高
橋
千
恵
子
さ
ん(

乳
児

講

師
園
こ
ど
も
の
家
園
長)

保
育
ル
ー
ム
を
開
設
し
ま

そ
の
他

す
。
希
望
者
は
、
申
込
み
時
に
申

請
（
利
用
料
百
円
）
し
て
く
だ
さ

い
。

月

日

ま

申
込
み
・
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合
せ

11

18

（木）

で
に
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
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‐
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０
ま
た
は
、
保
健
福
祉

課
健
康
づ
く
り
係

‐
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８
３

52

６
、
社
会
福
祉
協
議
会

‐
５

52

８
９
５

大
切
な
人
が
突
然
ケ
ガ
や
病
気
に

お
そ
わ
れ
た
と
き
、
あ
な
た
は
何
か

手
当
て
を
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
か
？

教
室
・
講
座

誰
で
も
で
き
る
応
急
手
当

普
通
救
命
講
習
会

子
育
て
講
演
会

救
急
隊
が
到
着
す
る
前
に
家
族
や

友
人
な
ど
に
よ
っ
て
心
肺
そ
生
法
が

実
施
さ
れ
れ
ば
、
救
命
率
は
高
く
な

り
ま
す
。

万
一
の
と
き
の
た
め
「
応
急
手

当
」
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

月

日
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時

と

き

11

21
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消
防
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内
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在
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応
急
手
当
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心
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容
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な
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証
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ま
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で
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係

‐
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52

あ
っ
た
か
中
華
ま
ん
を
作
り
ま
し

ょ
う
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円
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持
ち
物

み
物

な
ど

月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

10

26

（火）

ら
参
加
費
を
添
え
て
公
民
館

‐
52

２
０
２
０

あ
そ
び
じ
ゅ
く

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ッ
キ
ン
グ｣

「

平
成

年
４
月
１
日
か
ら
の
市
内

17

保
育
所(

園)

へ
の
入
所
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

就
学
前
の
児
童
で
、
保
護

対

象
者
が
就
労
や
病
気

な
ど
の
た
め
、
家

庭
で
保
育
が
で
き

な
く
な
っ
た
場
合

入
所
で
き
ま
す
。

申
込
方
法
・
場
所

各
保
育
所(

園)

、

福
祉
事
務
所
（
保

健
福
祉
課
内
）
ま

た
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
用
意
し

て
あ
る
、
入
所
申

込
書
お
よ
び
関
係

書
類
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
入
所

を
希
望
す
る
各
保
育
所(

園)

ま
た

は
福
祉
事
務
所
に
提
出
く
だ
さ
い
。

月
８
日

〜

日

受
付
期
間

11

（月）

26

（金）

年
分
の
所
得
税
額
に
よ

保
育
料

16

り
決
定
し
ま
す
。
な
お
所
得
税
額

が
０
円
の
場
合
、

年
度
分
の
市

16

民
税
額
な
ど
で
決
定
し
ま
す
。

所
得
税
額
は
、
原
則
と
し
て
父

母
の
税
額
で
決
定
し
ま
す
が
、
家

庭
の
状
況
に
よ
り
祖
父
母
な
ど
の

税
額
を
含
ん
で
決
定
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

同
一
世
帯

で
２
人
の

入
所
児
童

が
い
る
場

合
、
１
人

の
児
童
は

基
準
額
の

２
分
の
１
。

３
人
入
所

の
場
合
は
、

１
人
の
児

童
は
基
準

額
の
２
分

の
１
、
１

人
の
児
童

は
無
料
と
な
り
ま
す
。保

育
料
の
納

保
育
料
の
口
座
振
替

入
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振

替
を
利
用
く
だ
さ
い
。

保
育
料
に
は
３
歳
未
満
児

そ
の
他

の
主
食
お
よ
び
副
食
給
食
費
、
３

歳
以
上
児
の
副
食
給
食
費
お
よ
び

保
育
材
料
費
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

入
所
の
決
定
は
、
平

入
所
の
決
定

成

年
２
月
下
旬
ま
で
に
文
書
で

17
通
知
し
ま
す
。

各
保
育
所(

園)

ま
た
は
福

問
合
せ

祉
事
務
所

‐
５
８
３
６

52
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保
育
所（
園
）へ
の
入
所
申
込
み
開
始

受
付
期
間

月
８
日

〜

日

11

(月)

26

(金)

平成
17年度

白山保育所｢七夕まつり｣。園児たちは願い事を
つづり、大きな竹に飾り付けました(７月７日)

保 育 所 名 所 在 地 定 員 電話番号
中 央 保 育 所 山田町4-5 45人 52-3433

市立
白 山 保 育 所 天下島1-9-51 90人 52-4019
芳 香 稚 草 園 大町5-14 90人 52-1768
善昌寺保育園 原町2-2-7 60人 52-3864
双 葉 保 育 園 谷内2-4-16 120人 52-4402

私立
東 谷 保 育 園 泉856-1 60人 52-2211
明 星 保 育 所 栃堀2831 20人 52-3522
みどり保育園 下樫出653-1 90人 52-3239
上 塩 保 育 園 上塩1153(大野原) 20人 52-3833



厚
生
労
働
省
で
は
、
建
設
業
を
よ

り
魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
発
展
さ
せ

る
た
め
、｢

夢
築
く

建
設
の
現
場

わ

た

し

雇
用
改
善｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
建

設
業
で
働
く
人
た
ち
の
雇
用
の
安
定

・
労
働
福
祉
の
向
上
・
労
働
災
害
の

防
止
な
ど
の
啓
発
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
建
設
事
業
主
を
は
じ
め
、

関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
建
設
業
の
雇
用
改
善
を
支

援
す
る
助
成
金
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
活
用
く
だ
さ
い
。

※
助
成
金
制
度
の
問
合
せ
…
能
力
開

発
機
構
新
潟
セ
ン
タ
ー

０
２
５

‐
２
４
７
‐
５
３
２
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡

問
合
せ

32

月
は｢

建
設
雇
用
改
善

11

推
進
月
間｣

‐
１
１
８
１

月
は
、｢

賃
金
不
払
残
業
解
消

11
月
間｣

で
す
。

労
使
が
と
も
に
協
力
し
あ
い
、
加

重
労
働
を
防
ぎ
、｢

賃
金
不
払
残
業｣

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

都
道
府
県
労
働
局

全
国
一
斉
無
料
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
‐
８
９
７
‐
９
３
３

い※
労
働
時
間
管
理
の
適
正
化
と
、

賃
金
不
払
残
業
解
消
に
係
る
相

談
に
応
じ
ま
す
。

県
労
働
局
労
働
基
準
部
監

問
合
せ

督
課

０
２
５
‐
２
３
４
‐
５
９

２
２

月

日

開
場

時

と

き

11

13

（土）

17

30

分
、
開
演

時
18

長
岡
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル

と
こ
ろ

一
般
…
五
百
円
、
小
学
生

入
場
料

…
三
百
円
（
当
日
は
い
ず
れ
も
百

円
増
）

ス
テ
ー
ジ
ド
リ
ル
、
吹
奏

内

容
楽
コ
ン
ク
ー
ル
参
加
曲

な
ど

長
岡
商
業
高
校
・
岡
崎

問
合
せ

０
９
０
‐
２
７
５
１
‐
５
５
３
３

月
は｢

賃
金
不
払
残
業

11

解
消
月
間｣

第

回
長
岡
商
業
高
校

54

｢

長
商
の
夕｣

定
期
演
奏
会

農
業
者
な
ら
だ
れ
で
も
加
入
可
能

・

歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１
号
被

60保
険
者
で
年
間

日
以
上
農
業
に

60

従
事
す
る
人
、
農
地
を
持
た
な
い

農
業
者
や
家
族
従
事
者
も
加
入
で

き
ま
す
。

積
立
方
式
で
安
定
し
た
財
政
運
営

・
将
来
受
給
す
る
年
金
は
自
ら
が
積

み
立
て
る
方
式
と
な
り
、
少
子
高

齢
化
の
進
展
に
も
対
応
で
き
、
長

期
に
安
定
し
た
制
度
で
す
。

・
確
定
給
付
型
で
は
な
く
確
定
拠
出

型
の
積
み
立
て
方
式
で
あ
る
た
め
、

運
用
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、

安
定
し
た
運
営
が
可
能
で
す
。

積
立
金
は
安
定
か
つ
効
率
的
に
運
用

・
積
み
立
て
ら
れ
た
保
険
料
は
、
農

業
者
年
金
基
金
が
債
券
を
中
心
に

安
全
か
つ
効
率
的
に
運
用
し
ま
す
。

・
年
金
原
資
の
積
立
期
間
は
安
定
性

に
配
慮
し
つ
つ
有
利
な
運
用
を
、

年
金
支
給
期
間
は
全
額
債
券
で
安

全
性
を
重
視
し
た
運
用
を
行
な
い

ま
す
。

保
険
料
の
国
庫
助
成

・
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件
を

◆
農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

備
え
た
意
欲
あ
る
担
い
手
に
対
し
、

保
険
料
（
月
額
２
万
円
）
の
２
割
、

３
割
ま
た
は
５
割
の
政
策
支
援

（
保
険
料
の
国
庫
助
成
）
が
あ
り

ま
す
。

保
険
料
を
自
由
に
選
択

・
政
策
支
援
を
受
け
て
い
な
い
場
合
、

保
険
料
を
月
額
２
万
円
か
ら
６
万

７
千
円
ま
で
千
円
単
位
で
加
入
者

自
身
が
選
択
で
き
ま
す
。
ま
た
、

減
額
・
増
額
は
任
意
で
す
。

税
制
面
で
も
大
き
な
優
遇
措
置

・
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
、
年
金
給
付
に
つ

い
て
も
公
的
年
金
等
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

歳
ま
で
の
保
証
が
付
い
た
終
身
年
金

80・
年
金
は
終
身
受
給
で
き
ま
す
。
加

入
者
や
受
給
者
が

歳
に
な
る
前

80

に
亡
く
な
っ
た
場
合
は
、

歳
ま

80

で
に
受
け
取
る
と
仮
定
し
た
金
額

を
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
が
受

け
取
れ
ま
す
。

農
業
委
員
会
は
、
権
利
の
設
定
と

い
う
形
態
で
の
農
地
の
貸
し
借
り
を

◆
農
地
の
貸
し
借
り
は

利
用
権
の
設
定
で

勧
め
て
い
ま
す
。
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
に
基
づ
き
行
う
も
の
で
、

農
地
法
の
許
可
を
必
要
と
せ
ず
、
契

約
期
間
の
満
了
と
と
も
に
貸
し
付
け

地
が
返
還
さ
れ
、
安
心
し
て
農
地
の

貸
し
借
り
が
で
き
ま
す
。

原
則
３
年
以
上
と
し
ま

契
約
期
間

す
が
、
お
互
い
に
無
理
の
な
い
期

間
で
設
定
で
き
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
定
め
た
標

賃
借
料

準
小
作
料
は
目
安
で
す
の
で
、
お

互
い
に
協
議
の
う
え
決
め
て
く
だ

さ
い
。

お
互
い
の
合
意
で
、
い
つ

解

約
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
書
は
農
業
委
員
会

設
定
方
法

に
あ
り
ま
す
の
で
、
貸
し
手
、
借

り
手
両
方
の
印
鑑
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

月

日

ま
で

受
付
期
間

11

30

（火）

※
契
約
の
変
更
や
解
約
を
す
る
と
き

は
、
利
用
権
の
変
更
に
関
す
る
協

議
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

同
新
聞
は
、
全
国
農
業
会
議
所
が

週
一
回
郵
送
で
配
達
す
る
農
業
関
係

の
新
聞
で
す
。
料
金
は
月
額
六
百
円
。

講
読
の
申
し
込
み
は
、
地
元
農
業

委
員
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
全
国
農
業
新
聞

講
読
申
込
受
付
中

|||||| |||||(5) 広報とちお おしらせ版 16.10.18

農
業
委
員
会

お
知
ら
せ

か
ら
の

問
合
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

‐
２
１
５
３

52

年
末
調
整
説
明
会

月

日

と

き

11

16

（火）

時

分
〜

時

10

30

12

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー

と
こ
ろ

お
り
な
す
２
階
会
議
室

市
内
の
源
泉
徴
収
義

対

象
務
者

長
岡
税
務
署
法
人
課

問
合
せ

税
第
二
部
門

‐
８
７
２

35

５

毎週火曜日午後７時まで
証明書発行業務などを実施中

ところ：市役所２階 市民課・税務課の窓口

問合せ：市民課 52 5835,税務課 52 5837- -

と
ち
お
花
企
画
で
は
、
７
・

集
13

中
豪
雨
災
害
な
ど
異
常
気
象
の
中
で

き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
た
団
体
の
応

募
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

月
１
日

〜
６
日

、

と

き

11

（月）

（土）

８
時

分
〜

時
（
た
だ
し
、
１

30

19

日
・
３
日
は

時

分
ま
で
、
６

17

15

日
は

時
ま
で
）

11
お
り
な
す
「
展
示
プ
ラ
ザ

と
こ
ろ

ホ
ー
ル
」と

ち
お
花
企
画
・
矢
沢

問
合
せ‐

６
４
２
８

53
◆
高
等
学
校
普
通
科
（
３
年
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
徒
募
集

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

作

品

展

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
は
、
全
国
の
ど
こ

で
も
だ
れ
で
も
入
学
可
能
。
放
送

を
利
用
し
た
特
色
あ
る
教
育
課
程

で
、
３
年
間
で
高
校
卒
業
資
格
が

得
ら
れ
ま
す
。
基
本
は
自
宅
で
の

学
習
。
登
校
は
月
１
〜
２
回
で
す
。

▽
中
学
校
を
卒
業
し
た

対

象
人
、
ま
た
は
平
成

年
３
月
卒

17

業
見
込
み
の
人
▽
高
等
学
校
中

退
者

ほ
か平

成

年
２
月
１
日

募
集
期
間

17

〜
４
月

日

ま
で
（
必
着
）

（火）

20

（水）

◆
高
等
学
校
選
科
（
１
年
）

大
検
の
受
検
科
目
と
同
じ
科
目

を
１
年
間
で
８
科
目
ま
で
自
由
に

選
ん
で
学
習
で
き
、
単
位
を
取
得

し
た
科
目
は
大
検
の
「
受
検
科
目

の
検
定
」
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

▽
中
学
校
を
卒
業
し
た

対

象
人
、
ま
た
は
平
成

年
３
月
卒

17

業
見
込
み
の
人
▽
高
等
学
校
中

退
者

ほ
か平

成

年
２
月
１
日

募
集
期
間

17

〜
４
月

日

ま
で
（
必
着
）

（火）

20

（水）

◆
高
等
学
校
専
攻
科

社
会
福
祉
コ
ー
ス
（
２
年
）

地
域
社
会
を
創
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
、

介
護
の
専
門
職
で
あ
る
介
護
福
祉

士
の
養
成
を
目
指
し
ま
す
。

中
学
校
を
卒
業
し
た
人
、

対

象
ま
た
は
平
成

年
３
月
卒
業
見

17

込
み
の
人

平
成

年
２
月
１
日

募
集
期
間

17

〜
３
月
１
日

ま
で
（
必
着
）

（火）

（月）

◆
社
会
福
祉
士
養
成
課
程
（
２
年
）

高
齢
者
や
障
害
者
に
対
し
て
福

祉
に
関
す
る
相
談
援
助
を
専
門
的

に
行
う
、
国
家
資
格
「
社
会
福
祉

士
」
を
目
指
し
ま
す
。

▽
４
年
制
大
学
卒
業
者

対

象
▽
短
大
、
高
校
卒
業
後
福
祉
施

設
で
２
〜
４
年
以
上
の
相
談
援

助
業
務
の
経
験
が
あ
る
人

月

日

〜
平
成

募
集
期
間

12

21

（火）

年
３
月
１
日

（
必
着
）

17

（火）Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
本

申
込
み
・
問
合
せ

校

０
４
２
‐
５
７
２
‐
３
１
５
１

新
潟
大
学
で
は
、
広
く
地
域
社
会

新
潟
大
学テ

レ
ビ
公
開
講
座

に
生
涯
学
習
の
機
会
を
提
供
す
る
た

め
、
テ
レ
ビ
公
開
講
座
「
新
潟
の
食

を
つ
く
る
〜
伝
統
と
未
来
〜
」
を
開

講
し
、
県
全
域
に
放
送
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も

応
募
資
格

無

料

受
講
料

※
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
千
二
百
円

程
度
（
税
・
送
料
含
む
）
が
必
要
。

「
受
講
申
込
書
・
受
講

応
募
方
法

登
録
証
」
に
必
要
事
項
を
記
載
の

上
、

円
切
手
を
貼
っ
て
あ
て
先

80

を
明
記
し
た
返
信
用
長
３
号
封
筒

（

㎝
×

㎝
）
を
同
封
し
て
郵

12

23

送

月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

10

29

（金）

で
に
〒
９
５
０
‐
２
１
８
１
新
潟

市
五
十
嵐
２
の
町
８
０
５
０
番
地

新
潟
大
学
研
究
支
援
部
支
援
第
一

課

０
２
５
‐
２
６
２
‐
７
６
３

３新
潟
大
学
法
律
相
談
部
で
は
、
事

前
に
電
話
受
付
を
行
い
、
無
料
法
律

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

事
前
受
付

月

日

〜

日

、

と

き

11

26

（金）

28

（日）

時
〜

時

13

19

電

話
０
２
５
‐
２
６
８
‐
６
１
０
７

０
２
５
‐
２
６
３
‐
０
１
２
８

法
律
相
談
部

新
潟
大
学無

料
法
律
相
談
会

係
争
中
の
事
件
を
除
く

相
談
内
容

民
事
事
件
（
賃
貸
借
、
相
続
、
土

地
関
係
、
離
婚
な
ど
）

相
談
会

月

日

時
〜

と

き

12

12

（日）
10

17

時

新
潟
大
学
五
十
嵐
キ
ャ

と
こ
ろ

ン
パ
ス
「
法
文
棟
」

新
潟
大
学
法
律
相
談
部
広

問
合
せ

報
担
当
・
矢
澤

０
９
０
‐
６
８

２
０
‐
７
７
６
０

月
７
日

・

日

・

と

き

11

（日）

21

（日）

日

、
い
ず
れ
も
①
９
時

分

28

（日）

30

〜

時
②

時

分
〜

時(

た

12

13

30

16

だ
し
、

日

は
合
同
で
９
時

28

（日）

30

分
〜

時)

12
県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ

と
こ
ろ

ー(

巻
町
越
前
浜
５
５
９
７
‐
１)

青
山
真
弓
さ
ん(

陶
た
く

講

師
会
代
表)

小
学
生
以
上

対

象

い
ず
れ
も

人(

先
着
順)

定

員

25

い
ず
れ
も
三
千
円
（
教
材

受
講
料

費
）

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
内

持
ち
物

履
き

な
ど

月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

10

30

（土）

で
に
県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

０
２
５
６
‐
７
７
‐
２
１
１
１

青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

陶
芸
教
室

広報とちお おしらせ版 16.10.18 (4)|||||| |||||

風しんの予防接種を
受けましょう

全国的に風しんが流行しています。
特に、妊娠初期に風しんにかかる

と、｢先天性風しん症候群｣という難
聴や白内障などの障害をもった新生
児が生まれてくる場合があります。
風しんはワクチンで予防できる病

気です。風しんにかかったことがな
く、予防接種を受けていない人で、
次に該当する人は予防接種を受けま
しょう。
○妊婦の夫および子ども、同居家族
○10代後半から40代の女性（特に、
妊娠希望者または妊娠する可能性
の高い人）
○出産後間もない人

保健福祉課保健予防係問合せ
５２‐５８３６

公民館図書室 開館時間を延長
火曜日～金曜日 午前10時～午後７時(祝日は午後５時まで)

土曜日・日曜日 午前10時～午後５時 問合せ： 52-2020
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国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

（財）
国
際
交
流
や
自
然
を
体
験
す
る
「
デ

ィ
ス
カ
バ
ー
・
グ
ア
ム
〜
常
夏
の
冒

険
〜
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

月

日

〜

日

と

き

12

25

（土）

31

（金）

グ
ア
ム
島

と
こ
ろ

島
内
探
検
、
海
水
浴
、
料

内

容
理
体
験
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

な
ど

小
学
３
年
生
以
上
中
学
３

対

象
年
生
ま
で

人
（
先
着
順
）

定

員

30十
九
万
八
千
円
（
航
空
券
、

参
加
費

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
・
グ
ア
ム

〜
常
夏
の
冒
険
〜

参
加
者
募
集

食
費
、
教
材
費
、
保
険
な
ど
）

月
５
日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

11

（金）

で
に

国
際
青
少
年
研
修
協
会

（財）

０
３
‐
３
３
５
９
‐
８
４
２
１

E-mail:info@kskk.or.jp

月

日

時

分
〜

と

き

11

10

（水）
13

30

時
16

ハ
イ
ブ
長
岡

と
こ
ろ

平
成

年
３
月
新
規
学
校

対

象

17

卒
業
予
定
者
お
よ
び
一
般
求
職
者

参
加
企
業
（
約

社
）
と

内

容

70

の
個
別
面
談

長
岡
・
小
千
谷
地
区

合
同
就
職
面
接
会

※
参
加
企
業
募
集
中
！

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
学
卒

問
合
せ

担
当

‐
１
１
８
１

32

標
準
営

業
約
款
制

度
（
Ｓ
マ

ー
ク
）
は
、

法
律
で
定

め
ら
れ
た

消
費
者
を

保
護
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に
従

っ
て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し
た
、

｢

理
容
店｣｢

美
容
店｣｢

ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
」
で
は
、
店
頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

Ｓ
マ
ー
ク
登
録
店
は
、
仕
事
や
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
、
施
設
や
設
備
の
内

容
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
賠
償

保
険
に
つ
い
て
正
し
く
表
示
し
て
い

る
、
信
頼
で
き
る
お
店
で
す
。

飲
食
店
、
食
肉
販
売
店
、
理
・
美

容
業
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
な
ど
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
、
各
種
融
資
な
ど
の

相
談
を
行
い
ま
す
。

生
活
衛
生
融
資
相
談

Ｓ
マ
ー
ク
を

ご
存
じ
で
す
か

月
９
日

時
〜

時

と

き

11

（火）
13

15

長
岡
地
域
振
興
局
健
康
福

と
こ
ろ

祉
環
境
部
（
長
岡
市
川
崎
町
）

店
舗
の
内
外
装
・
増
改
築
、

内

容
機
械
設
備
の
更
新
・
増
設
、
支
店

開
設
、
新
規
開
業
な
ど
の
融
資
の

ほ
か
も
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

新
潟
県
生
活
衛
生
営
業

問
合
せ

（財）

指
導
セ
ン
タ
ー

０
２
５
‐
２
８

３
‐
５
９
０
０

|||||| |||||(9) 広報とちお おしらせ版 16.10.18

厚生労働大臣認可

☆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
秋
番
組

「
プ
ラ
ネ
ッ
ト
・
ハ
ン
タ
ー

〜
第
二
の
地
球
を
探
せ
！
〜
」

月

日

ま
で

と

き

11

28

（日）

大
人
二
百
円
、
小
・

観
覧
料

中
学
生
百
円
、
幼
児
無
料

☆
ア
メ
リ
カ
伊
能
大
図

里
帰
り
フ
ロ
ア
展

月

日

と

き

11

19

（金）〜

日
23

（祝）

▽
３
日

時

☆
各
種
教
室

（祝）
13

30

分
〜｢

ビ
ッ
ク
リ
、
ド
ッ
キ
リ
、

お
も
し
ろ
電
気
実
験｣

、

時
13

〜｢

音
楽
と
科
学
の
ふ
れ
あ
い

広
場｣

▽
７
日

９
時

分
〜

（日）

30

｢

第

回
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
北

22

信
越
地
区
大
会｣(

要
予
約)

、

９
時

分
〜｢

全
国
中
学
生
創

30

造
ア
イ
デ
ィ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
新
潟
県
大
会｣(

見
学
の

み)

、

時
〜｢

昼
間
の
月
や
金

11

星
を
観
察
し
よ
う｣

、
①

時
13

〜
②

時
〜
③

時
〜｢

ブ
ン

14

15

ブ
ン
ゴ
マ｣

▽

日

①

時
〜

14

（日）

13

②

時
〜｢
か
ら
く
り
の
世
界｣

、

15時

分
〜｢
不
思
議
な
生
物
？

13

30

…
恐
竜
を
調
べ
よ
う｣(
要
予
約)

▽

日

時
〜｢
講
演
会

21

（日）
13

『
伊
能
忠
敬
〜
地
図
と
そ
の
魅

力
〜
』｣

▽

日

時

分

27

（土）
15

40

〜｢

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
星
空
散

歩｣

▽

日

①

時
〜
②

時

28

（日）

11

13

分
〜
③

時

分
〜｢

展
示
ワ

30

14

30

ン
ポ
イ
ン
ト
解
説｣

、
①

時
〜

13

②

時
〜
③

時
〜｢

折
り
た
た

14

15

め
る
地
球
儀｣

※
教
室
に
よ
っ
て
は
、
入
館
料
の

ほ
か
に
参
加
費
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

毎
週
月
曜
日
（
た
だ
し
、

休
館
日

祝
日
の
場
合
は
火
曜
日
）
、
16

日
（火）

県
立
自
然
科
学
館

０

問
合
せ

２
５
‐
２
８
３
‐
３
３
３
１

http://www.lalanet.gr.jp
/nsm/index.html

月
の
催
物

県
立
自
然
科
学
館

11

献血の本人確認に協力ください
日本赤十字社では、従来から献血会場において

献血手帳の提示をお願いしていますが、10月１日
からさらに輸血用血液の安全性を高めるため、献
血の際に本人確認を行っています。
免許証や学生証などの身分証明書の提示に協力

をお願いします。
県赤十字血液センター業務課 ０２５‐問合せ

２３０‐１７０２

◎長岡きたまち献血ルーム
年中無休(大晦日、元旦は休み)９時30分と き

～17時
長岡市喜多町１１１３‐１ところ
０１２０‐０５６‐３３９問合せ い

◎献血車がやってきます
11月16日(火)10時～12時30分、13時30分と き

～15時30分
市民会館ところ

文化センター

ギャラリーとちお
◆愛石展(愛石会)
11／２(火)～10(水)

◆おもと展(栃尾蘭万会)
11／13(土)・14(日)

◆
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
街
頭

広
報

◆
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
防
火

広
報

◆
地
元
消
防
団
員
に
よ
る
各
家
庭
へ

の
防
火
指
導
と
火
災
予
防
チ
ラ
シ

の
配
布

◆
大
勢
の
人
が
働
く
事
業
所
な
ど
に

対
す
る
防
火
査
察
・
消
防
訓
練

◆

歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
（
一

70部
）
の
査
察

と

き月

日

時

分
〜

時

11

12

（金）
12

30

17

日

９
時
〜

時

13

（土）

17

日

９
時
〜

時

14

（日）

16

総
合
体
育
館
「
ロ
ビ
ー
」

と
こ
ろ

消
火
器
や
消
防
車
両
写
真

内

容
の
展
示
、
消
防
活
動
の
紹
介
な
ど

老
朽
消
火
器
の
回
収

日

時
〜

時

と

き

14

（日）
10

15

▽

型
ま
で
…
千
五
十

料

金

10

円
▽

型
…
二
千
百
円

20

※
市
内
の
消
火
器
販
売
店
で
も
、

随
時
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

栃
尾
市
の
９
月
末
日
ま
で
の
緊
急

出
動
は
「
火
災

件
・
救
急

件
・

13

511

救
助

件
」
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

24

１
１
９
番
通
報
に
よ
る
も
の
で
す
。

早
い
通
報
で
最
小
限
の
被
害

■
も
し
、
あ
な
た
の
家
で
火
事
や
急

病
人
な
ど
が
発
生
し
た
ら
、
あ
な
た

は
落
ち
着
い
て
正
確
に
１
１
９
番
通

報
が
で
き
ま
す
か
？

も
し
慌
て
て
場
所
や
内
容
を
正
し

く
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
消
防
車
両

な
ど
の
現
場
へ
の
到
着
が
遅
れ
て
し

ま
い
、
被
害
が
拡
大
し
大
惨
事
に
な

っ
た
り
、
助
か
る
は
ず
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
の
た
め
に
、
電
話
機
の

近
く
に
通
報
要
領
を
書
い
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
『
局
番
な
し
』
１
１
９
番
を
ダ
イ

ヤ
ル
し
て｢

火
事
か｣｢

救
急
か｣

を

話
す
。

　
場
所
（
住
所
・
番
地
）
を
話
す
。

　
氏
名(
世
帯
主
氏
名
な
ど
）
を
話

す
。

　
目
標
と
な
る
も
の
（
○
○
商
店
の

前
、
隣
な
ど
）
を
話
す
。

　
使
用
し
て
い
る
電
話
番
号
を
話
す
。

　
火
事
・
救
急
の
内
容
を
話
す
。

栃
尾
市
内
で
携
帯
電
話
か
ら
１
１

９
番
通
報
す
る
と
、
長
岡
市
消
防
署

に
つ
な
が
り
、
そ
れ
か
ら
栃
尾
市
消

防
署
に
転
送
さ
れ
ま
す
。

携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は
、
次
の

こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
事
故
現
場
が
栃
尾
市
で
あ
る
こ
と

を
告
げ
る
。

○
車
の
場
合
は
停
車
し
、
歩
行
の
場

合
は
歩
き
を
止
め
て
通
報
す
る
。

○
通
報
後

分
位
は
、
電
源
を
切
ら

10

(

消
防
署
か
ら
問
い
合
わ

な
い
。

せ
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
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月
９
日

〜

日

11

（火）

15

（月）

全
国
一
斉｢

秋
の
火
災
予
防
運
動｣

月
９
日
は
「
１
１
９
番
の
日
」

11
家
族
の
尊
い
生
命
と

貴
重
な
財
産
を
守
る

｢

１
１
９
番｣

１
１
９
番
通
報

☆
緊
急
通
報
要
領

期
間
中
の
主
な
行
事

◇
防
火
防
災
展

こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
を
迎
え
、
家
庭
や
職
場
で
暖
房
器
具
を
取
り
扱
う
機
会
が

多
く
な
り
、
火
災
の
危
険
が
増
え
て
く
る
こ
と
か
ら
、
今
年
も

月
９
日
の
「
１

11

１
９
番
の
日
」
を
初
日
に
全
国
一
斉
に
「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま

す
。栃

尾
市
で
は
、
今
年
に
入
っ
て
建
物
火
災
が
７
件
、
そ
の
他
の
火
災
が
６
件
発

生
し
、
１
名
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
「
火
は
消
し
た
？

い
つ
も
心
に

き
い
て
み
て
」
を
合
言
葉
に
、

火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。栃

尾
市
消
防
本
部
警
防
課
予
防
係

‐
１
１
５
５

問
合
せ

52

統
一
標
語

火
は
消
し
た
？

い
つ
も
心
に

き
い
て
み
て
″

″

※

月
９
日
午
前
８
時

分
、
各
地
区
と
消
防
署
の

11

30

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
、
半
鐘
を
打
鐘
し
ま
す
。

火
は
確
実
に

=

消
し
て
ね

杜々の森｢アトレとど｣

展示コーナー
◆栃尾おかめかぼちゃ作品展（栃尾かめかぼちゃの会）

11／６(土)～17(水)
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